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二三四五

目

次

導

言

検
討
の
対
象

本
築
用
字
の
基
盤

本
集
用
字
の
諸
相

結

語
導

言

『
今
昔
物
語
集』
に
つ
い
て
の
語
学
的
研
究
は 、
近
来
殊
に
盛
に
行
な
わ

れ 、
多
大
の
成
果
が
揚
げ
ら
れ
て
い
る 。
特
に
語
法
お
よ
び
文
体
の
研
究
は
盛

況
を
極
め 、
乙
れ
が
本
集
の
言
語
研
究
の
大
勢
を
占
め
る
が
ど
と
き
感
も
あ

(注1)
る 。
と
と
ろ
が 、
本
集
に
お
け
る
表
記・
用
字
の
実
態
に
つ
い
て
は 、
夙
に
坂

(注2)

井
衡
平
氏 、
岡
井
慎
吾
博
士
ら
に
依
っ
て
注
目
さ
れ
な
が
ら 、
そ
の
後 、
十
分

な
検
討
の
試
み
ら
れ
る
と
と
は
な
か
っ
た 。
近
年 、
山
田
俊
雄
氏
は 、
本
集
の

用
字
法
に
関
す
る
綿
密
な
調
査
を
試
み
ら
れ 、
本
集
の
表
記
休・
用
字
と
そ
れ

に
依
っ

て
表
記
さ
れ
る
語
の
性
質
と
の
関
連 、
ま
た
本
集
に
何
わ
れ
る
用
字
窓

{注3)

識
に
つ
い
て
示
唆
に
富
む 、
鋭
い
提
言
を
な
さ
れ
た 。
日
本
古
典
文
学
大
系

峰

ι-'-' 
1手

明

『
今
昔
物
語
集』
に
も
個
々
の
事
例
に
つ
き 、
詳
細
な
解
説
が
試
み
ら
れ
て
い

る 。
ま
た 、
山
口
佳
紀
氏
は 、
本
築
に
見
え
る
「
宛
字」
「
仮
名
書
自
立
語」

(注4)

に
注
目
さ
れ 、
そ
れ
ら
の
背
景
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た 。
佐
藤
武
義
氏
に
も

(注5)

「
宛
字」
に
関
す
る
論
が
あ
る 。

か
よ
う
に
本
集
の
文
字
表
記
K
関
し
て
最
近
関
心
が
深
ま
り
つ
つ
あ
る
が 、

未
だ
尚 、
そ
の
十
分
な
展
望
を
得
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い 。
本
集
の
表

記・
用
字
の
基
本
的
態
度 、
社
会
的
背
景
に
つ
い
て
す
ら 、
尚
明
ら
か
で
な
い

と
い
え
る 。
今
仮
に 、
漢
字
使
用
の
実
態
と
い
う
面
に
限
定
し
て
も 、
事
は
同

様
で
あ
る 。
文
字
史
的
な
観
点
に
立
っ

て
と
れ
を
眺
め
る
時 、
本
突
に
お
け
る

漢
字
の
用
字
が
ど
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
の
か 、
ま
た
そ
れ
が
本
集
成
立
当

時
の
社
会
的
習
慣
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
等
々 、
勘
う
べ
き
問
題
は
多

い 。
こ
の
稿
は 、
そ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ

て 、
『
今
昔
物
語
集』
に
お
け
る

漢
字
使
用
の
諸
相
を
採
り 、
そ
の
使
用
法
盤
を
考
え 、
そ
の
用
字
意
識
を
伺
う

と
と
を
目
的
と
す
る 。
以
て
院
政
期
に
お
け
る
漢
字
使
用
の
実
態
を
知
る
た
め

の一
助
と
し
た
い 。

注
記
1

桜
井
光
昭
氏
『
今
昔
物
語
集
の
語
法
の
研
究』 、
松
尾
拾
氏
『
今
背
物
語
集

の
文
体
の
研
究』
な
ど
の
専
容
も
公
刊
さ
れ
た 。
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注
記
2

坂
井
衡
平
氏
『
今
昔
物
語
集
の
新
研
究』
ぺ
二
七
回 。
問
弁
慎
吾
博
士
『
日

本
漢
字
学
史』
ペ
一
四
四 。

注
記
3

「
表
記
体・
用
字
と
文
脈・
用
語
と
の
関
連

1
今
昔
物
詩
集
宣
命
書
き
の
中の
特

例
に
及ぶ
党
え
魯
1」

(『
成
城
文
芸』
日 ‘
昭
和
三
十
三
年
八
月)
「
今
昔
物
語
抑制
校

注
の
党
え
舎
二
則」
(『
成
城
文
芸』
幻

、
昭
和
三
十
六
年
十
月)

注
記
4

「
今
昔
物
語
集
表
記
法
管
見」
(『
国
語
と
国
文
学』
昭
和
四
十一
年
十
二
月

号)
「
今
昔
物
語
集
の
形
成
と
文
体
|

仮
名
待
自
立
語
の
窓
味
す
る
もの
|」

(『
国
語
と

国
文
学』
昭
和
四
十
三
年
八
月
号)

注
記
5

「「

全日
物
詩
集」
の
用
字
法」(『
間
…謹一
国
語
国
文』
2 、
昭
和
四
十
五

年
十
月)

検
討
の
対
象

叙
上
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
は 、
本
来 、
総
て
の
認
の
漢
字
表
記
を
調
査

対
象
と
す
る
乙
と
が
望
ま
し
い
訳
で
あ
る
が 、
乙
の
杭
で
は
副
詞
の
漢
字
表
記

を
採
り
上
げ
る 。
副
詞
の
漢
字
表
記
を
検
討
の
対
象
と
し
た
の
は 、
他
の
類
の

語
に
比
し
て
と
れ
が
語
数
も
多
く 、
ま
た
説
話
内
容
に
基
づ
く

使
用
場
面
の
制

約
も
比
較
的
少
な
い
と
判
断
し
た
と
と
に
依
る 。
検
討
対
象
の
中
心
は 、
陳
述

副
詞・
程
度
副
詞 、
そ
れ
に
本
集
に
お
い
て
そ
の
用
法
の
確
立
が
認
め
ら
れ
る

情
態
副
詞
に
置
く
と
と
と
す
る 。
情
態
副
詞
に
は 、
休
言・
用
言
な
ど
の
用
法

と
の
境
界
が
明
確
で
な
い
も
の
も
多
い 。
ζ
れ
ら
の
検
討
は
割
愛
す
る 。
ま

た 、
疑
問
副
詞
の
漢
字
表
記
に
は 、
訓
の
決
定
に
困
難
を
伴
う
場
合
が
多
い
の

で 、
省
略
に
従
う 。
字
音
語
も
検
討
の
対
象
外
と
す
る 。

-

本
集
に
お
け
る
副
詞
の
漢
字
表
記
と
そ
の
漢
字
の
訓
の
決
定

お
よ
そ 、
漢
字
表
記
文
献
に
あ
っ

て
は 、
そ
乙
に
記
さ
れ
た
漢
字
が
い
か
な

る
語
を
表
記
し
た
・も
の
で
あ
る
の
か 、
明
確
に
定
め
が
た
い
場
合
が
多
い 。
漢

字
片
仮
名
交
用
の
表
記
様
式
を
採
る
本
集
に
お
い
て
も 、
事
情
は
同
様
で
あ
る 。

い
か
な
る
語
を
表
記
し
た
か
明
ら
か
で
な
い
漢
字
に
つ
い
て 、
そ
の
語
を
確

定 、
再
現
す
る
た
め
に
は 、
そ
の
漢
字
に
想
定
し
う
る
訓
の
適
否
が
先
ず
検
討

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
ζ
の
稿
で
考
察
の
対
象
と
す
る
の
は
副
詞
の
漢
字

表
記
で
あ
る
け
れ
ど
も 、
そ
の
考
察
に
先
立っ
て
先
ず 、
右
の
理
由
に
基
づ

き 、
本
集
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
表
記
に
使
用
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
諸
漢
字
に
つ

い
て
そ
の
訓
の
検
討
を
試
み
る
乙
と
が
必
要
で
あ
ろ
う 。

そ
の
検
討
の
基
本
資
料
と
し
て
乙
と
に
利
用
す
る
の
は 、
『
類
来
名
義
抄』

(注6)

お
よ
び
『 一匹巻
色
葉
字
類
抄』
で
あ
る 。
両

字舎
を
用
い
る
の
は 、
両
警
の
成

立
時
期
が
本
集
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
前
後
す
る
ζ
と 、
両
書
中 、
前
者
が
漢
文
訓
読

の
場
を
背
景
と
す
る
漢
字
と
そ
の
和
訓
と
の
結
び
付
き
を
知
る
上
で
最
適
の
番

で
あ
り 、
後
者
が
当
時 、
文
章
作
成
の
場
で
語
の
漢
字
表
記
に
資
す
る
目
的
の

下
に
編
纂
さ
れ
た
書
と
認
め
ら
れ
る
ζ
と
な
ど
に
依
る 。

訓
の
確
定
に
当
たっ
て
は 、
本
集
中
に
散
見
す
る
捨
て
仮
名
も
有
力
な
傍
証

と
な
る 。
ま
た 、
そ
の
漢
字
の
使
用
さ
れ
た
文
脈
上
の
意
味
を
勘
案
す
る
と
と

も 、
有
効
で
あ
ろ
う 。
こ
れ
ら
の
手
続
き
に
依っ
て
訓
の
決
定
し
え
な
い
場
合

に
は 、
暫
く
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集』
の
付
訓
に
従
う
ζ
と
と

し 、
*
印
を
施
し
て
そ
の
旨
を
明
ら
か
に
す
る 。

先
の
ど
と
き
考
慮
の
下
に 、
本
集
に
お
い
て一副
詞
の
表
記
に
使
用
さ
れ
た
と

見
ら
れ
る
漢
字
を
抽
出
し 、
そ
れ
ら
諸
漢
字
の
訓
に
つ
い
て
検
討
し
た
作
業
の

結
果
を
次
に
掲
げ
る 。
掲
出
す
る
諸
字
の
排
列
順
序
は
部
首
順
に
従
う 。
使
用

(注7}

例
は
捨
て
仮
名
の
多
い
も
の
を
示
し
た
(
所
在
は 、

漢
数
字
で
巻
数 、
算
用
数
字
で

説
話
番
号
を一ホ
す) 。
訓
の
典
拠
に
つ
い
て
は 、
『
類
Bm
名
義
抄』
に
存
す
る
も
の

は
〈
名〉 、『
色
葉
字
類
抄』
に
存
す
る
も
の
は
〈
字〉
と
し
て
そ
の
存
否
を
示
す 。

-
旦
(一
三
/
辺 、
カ
ッ
カ
ツ
〈
名・
字〉
シ
ハ
シ
ハ
〈
名・
字〉
シ
ハ
ラ

ク
〈
名・
字〉

マ
タ
〈
名・
字〉)

2
且ッ
(一
ニ
ノ
お 、
カ
ッ
カ
ツ
O
l
k
準
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拠)

3
旦ハ(五
ノ
4 、
カ
ツ
ハ
〈
名〉)
4

世モ
二
六ノ
m 、
ヨ
モ
O
一世 、

ヨ
〈
名・
字〉)
5
中
々ニ
(
四/
5 、

ナ
カ
ナ
カ
ニ
O
中 、
ナ
カ
〈
名・
字〉)

6
事ノ
外ニ
(
四
ノ
7 、
コ
ト
ノ
ホ
カ
ニ
O
事 、
コ
ト

〈
名・
字〉
O
外 、
ホ
カ

〈
名・
字〉)

7
云
勺
(二
九
ノ
μ 、
イ
ハ
ム
ヤ
O一京 、
ィ
フ
〈
名・
字〉)
8

互ェ(
一ノ
日 、
タ
カ
ヒ
ニ
〈
名・
字
(
タ
カ
イニ)〉)
9

亦タ
(
四ノ
9 、

マ
タ

〈
名・
字〉)
凶
のニ
(
三
ノ
6 、

マ
サ
ニ
〈
字〉
O
の 、
7
サ
〈
名〉)
日
何
況ャ

(
一ノ
口 、
イ
カ
ニ
イ
ハ
ム
ヤ
〈
字〉)
ロ
併ラ
(
一
一ノ
川品 、
シ
カ
シ
ナ
カ
ラ

〈
名・
字〉)
臼
俄
コ
(
一
三
ノ
辺 、
ニ
ハ
カ
ニ
〈
名・
字〉)

H
傍ラ
(
一
四
j

u 、
ツ
ラ
ツ
ラ
〈
名・
字〉)
日
偏ヘエ
(
一ノ
目 、
ヒ
ト

へ
ニ
〈
名・
字〉)

日山
僅ュ
(二
ノ7 、
ワ
ヅ
カ
ニ
〈
名〉
O
僅 、
ヮ
ツ
カ
〈
字〉)
口
先ヅ
(
一ノ
2 、

マ
ツ
〈
名・
字〉)

日
内
々ニ
(五
ノ
3 、
ウ
チ
ウ
チ
ニ
O
内々

、
ウ
チ
/\

〈
字〉)
四
共ニ
(
一ノ
3 、
ト

モ
ニ
〈
名・
字〉)
却
具サニ
(
一
六ノ
6 、
ツ
フ

サ-一
〈
名・
字〉)

幻
兼テ
(
四
ノ
3 、
カ
ネ
テ
〈
名V)

辺
再ヒ
(
四
ノ
1 、

フ
タ
タ
ヒ
〈
名・
字〉)
幻
況ャ
(二
/
印 、
イ
ハ
ム
ヤ
〈
名・
字〉)
担
凡ソ

(
三
ノ
1 、

ォ
ホ
ヨ
ソ
〈
名・
字
(
オ
ホ
ヨ
ス)〉)
お
初メテ
(ニ
ノ
日 、
ハ
シ
メ

テ
〈
名〉
O
初 、
ハ
シ
ム
〈
字〉)
出
則
合
ア
幻 、
ス
ナハ
チ
〈
名・
字〉)

*

 

幻
努メ
(三
ノ8 、
ユ
メ
ユ
メ
〈
名〉)
お
努
力
(
一
ノ
口 、
ユ
メ
ユ
メ)
却

努
々
(
一
ノ
2 、

ユ
メ
ユ
メ
〈
字〉)
初
動
今
(
二
Oノ
ぉ 、
ヤ
ヤ
モ
ス
レ

ハ

〈
名・
字〉)
紅
即チ
(
一ノ
5 、
ス
ナ
ハ
チ
〈
名・
字〉)
詑
又
(
一ノ
1 、

マ

タ
〈
名・
字〉)
お
只
(
一ノ
日 、
タ
タ
〈
名・
字〉)
泌
各ノ
(
一ノ
日 、
オ
ノ

オ
ノ
〈
名・
字
(
ヲ
ノ
/\)〉)

おA口
(
一
九
ノ1 、
ア
ハ
セ
テ
〈
名・
字〉)

告争

犯
否
(
一
Oノ
6 、
ェ)
幻
和ラ
(
一
三
ノ
1 、

ヤハ
ラ
O
和 、
ヤハ
ラ
ク・
ヤ

*

 

ハ
ラ
カニ
〈
名・
字〉)
総
和
後

f
(
一
九ノ
3 、
ワ
ヅ
カ一一)
却
増テ
(
一ノ

日 、
マ
シ
テ
O
増 、
7
ス
〈
名・
字〉
カ
サ
ネ
テ
O
場 、
ヵ
サ
ヌ
〈
名・
字〉)

胡
始メテ
(
一
ノ旬 、
ハ
シ
メ
テ
O
始 、
ハ
シ
ム
〈
名・
字〉)
必
定メテ
(一
ア

4、
サ
タ
メ
テ
O
定 、
サ
タム
〈
名・
字〉)
位
宛

Z
(
一
七
ノ
リ川 、
ア
タ
カ
モ

〈
名・
字〉)
必
宜タ
(
七
ノ
斜 、
ヨ
ロ
シ
ク
〈
名〉
O
宜 、
ョ
ロ
シ
〈
字〉)
川崎

密ニ
三
六
ノ
3 、
ヒ
ソ
カ
ニ
〈
名・
字〉)
必
実ニ
(
一
ノ
3 、
マ
コ
ト

ニ
O

実 、
7
コ
ト

〈
名・
字〉)

必
将ニ
(
一ノ
日 、
マ
サ
ニ
〈
名・
字〉)

灯
専ラ

(
一
一/
幻 、
モ
ハ
ラ
〈
名・
字〉)
川崎
少

3
(
七/
幻 、
ス
コ
シ
〈
名〉)
却

少そ(
五
ノ6 、
ス
コ
シ
モ
O岬切
に
準
拠)
印
少タ
(
一一
一ノ
弘 、
ス
コ
シ
ク
O
少 、

ス
コ
シ
キ
〈
名〉)
臼
尚 ヲ
(
一
ノ目 、
ナ
ヲ
〈
名・
字〉)
臼
尚シ
(
一
ノ
4、

ナ
ヲ
シ
〈
名〉)
臼
尤そ
(一
ア
ぉ 、
モ
ト

モ
〈
名・
字〉)
日
就
中ニ
(
二
ノ

ぉ 、
ナ
カ
ン
ツ
クニ
〈
名
(ナ
カム
ツ
クニ)・
字〉)

日
己ニ
(
一ノ2 、
ス
テ

ニ
〈
名・
字〉)

日
常ェ
(
一ノ
3 、
ツ
ネニ
〈
名・
字〉
ツ
ヒ
ニ
〈
名・
字〉)

幻
度
々
(2
7ノ
幻 、
タ
ビ
タ
ピ
O
度 、
タヒ
〈
名・
字〉)

臼
弱ラ
二
四
ノ

必 、
ヤ
ハ
ラ
O
弱 、
ヤハ
ラ
ク
〈
字〉)

臼
強テニ
(二
j
n 、
ア
ナ
ガ
チ
ニ

〈
名〉
O
強 、
ア
ナ
カ
チ
〈
字〉)

ω
強テ
合
コ一
ア
ぉ 、
シ
ヒ
テ
〈
字〉
O
強 、
シ

フ
〈
名〉
ツ
ト

メ
テ
O
強 、
ッ
トム

〈
名・
字〉)
日
弥ョ
(
一ノ
3 、
イ
ヨ
イ

ヨ
〈
字〉)
臼
徐ュ
(
一
七
j
n 、
ヤ
ウ
ヤ
ク
ニ
O
徐 、
ャ
ウ
ヤ
ク
〈
名・
字〉

オ
モ
フ
ル
ニ
O
徐 、
ヲ
モ
フ
ル
〈
名〉
オモ
フ
ル・
オモ
ムロ
〈
字〉)
日
必ラズ

(二
七/
弘 、
カ
ナ
ラ
ス
〈
名・
字〉)
白
台
(二
五
/l 、
シ
ハ
シ
ハ〈
名〉)

日
忽テ
(二
Oノ
初 、
タ
チ
マ
チ
〈
名・
字〉)
印
急ニ
(
一ノ
目 、
ス
ミ

ヤ
カ

ニ
〈
字〉
O
急 、
ス
ミ
ヤ
カ
ナ
リ

〈
名〉
タ
チ
マ
チ
ニ
O
急 、
タ
チマ
チ
〈
名・

字〉)
訂
悉タ
(
一ノ
6 、
コ
ト
コ
ト
ク
〈
名・
字〉)

槌
惣ベテ
(ニ
ノ
お 、
ス

ヘ
テ
〈
字〉
O
惣 、
ス
プ
〈
名〉)

印
態 ←
(五
ノ
4、
ワ
ザ
ト

O
態 、
ワ
サ

〈
名・
字〉)
叩
憶

士(三
一ノ
m 、
タ
シ
カ
ニ
O
伝 、
タシ
カニ
〈
名〉
怯 、
タ

シ
カニ
〈
字」)
礼
愁 一-
(
四ノ
灯 、
ナ
マ
シ
ヒ
ニ
O
窓 、
ナマ
シ
ヒ
〈
名・
字〉)

η
懇
(
七ノ幻 、
マ
コ
ト

ニ
O
懇 、
マコ
ト

〈
名・
字〉)
刀
瑛ハ
(一
ノ
4、

ア
ル
イ
ハ
〈
名・
字〉)
冗
故ラユ
(一一
ア
口 、
コ
ト

サ
ラ
ニ
〈
名〉
O
故 、
コ
ト

13 



サ
ラ
〈
字〉)

花
敢テ
(一
ノ
5 、
ア
へ
テ
〈
名・
字〉)

苅
数シハ
(一
/
針 、

シ
ハ
シ
ハ
〈
名・
字〉)

η
数タ
(一
ムハ
ノ
旬 、
ァ
7
タ
〈
名・
字〉)

河
数
々

会与

(
九
/
お 、
シ
パ
シ
パ)

河
努ニ
(一
九
/
比 、
カ
タ
カ
タ
ニ
〈
名〉
O
芳 、
ヵ

夕
、
、
〈{子〉)

剖
既ニ
(一
ノ
3 、

ス
テ
ニ
〈
名・
字〉)

別
暫タ
(一
ノ
3 、

シ
ハ
ラ
ク
〈
名・
字〉)

位
暫 シ
(
五
ノ
4、
シ
パ
シ

O
山引
に
準
拠)

回
目都ニ

(
七
/
旬 、
ニ
ハ
カ
ニ
〈
名・
字〉)

剖
更

さ-
(=
7
目 、

サ
ラ
ニ
〈
名・
字〉)

目
的同 一ア
(
三
ノ
M 、
カ
サ
ネ
テ
O
白 、
カ
サ
ヌ
〈
名・
字〉
カ
ツ
テ
〈
名・
字〉)

部
寂そ
(一
/
口 、
モ
ト

モ
〈
名・
字〉)

幻
未グ
(一
ノ
l 、

イ
マ
タ
〈
名・
字〉)

関
本 ヨリ
(一
/
お 、
モ
ト
ヨ
リ
O
本 、
モ
ト

〈
名・
字〉)

卸
極メテ
つ
7
u 、

キ
ハ
メ
テ
O
極 、
キ
ハ
ム
〈
名・
字〉)

叩
権

2
(一
五
ノ
目 、
カ
リ
ニ

O
権 、

カ
リ
ニ
ヘ
名〉)

則
正ι
(
二
ノ
口 、
マ
サ
ニ
〈
名・
字〉)

位
此
づ
(一
九
/

牟

初 、

カ
ク
ハ

O
如
此 、
ヵ
ク
ノ
コ
ト
シ
〈
字〉)

回
比
な
(
ニ
九
ノ
口 、

ト
モ
ス

*

 

レ
パ)

川田
此そ
為 νパ
(
二
九
ノ
口 、

ト
モ
ス
レ
パ

O
為 、
ス
〈
名・
字〉)

白

也守

合中

此
彼
(
二
三
/
崎 、

ト
カ
ク)

mm
此そ
彼そ
(
ニ
=
7
u 、

ト
モ
カ
ク
モ)

幻

殆
(
四
ノ
6 、
ホ
ト

ホ
ド
〈
名・
字
(
ホ
ト
ヲ
卜)〉)

問
殊S
(
ニ
ノ
お 、
コ
ト

ニ
〈
名・
字〉)

卯
漸タ
(一
ノ
4、

ヤ
ウ
ヤ
ク
〈
名・
字〉)

瑚
然サ
(
二
八
/

μ 、
サ
O
捨
て
仮
名
に
拠
る)

肌
然力
(
三
ノ
目 、
シ
カ
O
然 、
シ
カ
ナ
リ
・
シ

*

 

ヵ
リ

〈
名〉)

閉山
然そ
(一
O
ノ
5 、

サ
モ

シ
カ
モ
〈
名・
字〉)

即
儒ラ
(
五

/
初 、

ヤ
ハ
ラ
O
燃 、
ヤ
ハ
ラ
カ
ナ
リ

〈
名〉)

山
愛ニ
(一
ノ
3 、
コ
コ
ニ

〈
名・
字〉)

邸
狼ニ
(
二
O
ノ
服 、
ニ
ハ
カ
ニ
〈
名・
字〉)

邸
猶
(一
ノ
3 、

ナ
ヲ
〈
名・
字〉)

即
猶 シ
(ムハ
ノ
6 、

ナ
ヲ
シ
o
m
に
準
拠)

肌
率二
(一
四

/
忽 、
ツ
ヒ
ニ
〈
名〉

ニ
ハ
カ
ニ
〈
名・
字〉)

即
当ェ
(一
ノ
l 、

マ
サ
ニ

〈
名・
字〉)

川
疾ュ
(
二
八
ノ
5 、
ス
ミ

ヤ
カ
ニ
〈
字〉)

山
，川タ
(
凶
ノ
口 、

イ
タ
ク
O
W州 、
ィ
タ
シ
〈
名・
字〉)

山
白
地
寸
(
三
O
ノ
7 、

ア
カ
ラ
サ
マ

ニ

O
白
地 、
ァ
カ
ラ
サ
7
〈
名・
字〉)

出
直ダニ
(
二
五
ノ
9 、
が
グ
ニ
)

114 

直ニ
(
七
ノ
2 、
タ
タ
チ
ニ
〈
名〉)

山
相 ヒ
互ュ
(一
O
ノ
3 、
ア
ヒ
タ
ガ
ヒ
ニ

O
相 、
ア
フ
〈
名〉

O
「
互」
字
は
8
K
準
拠)

川
相
共ュ
(一
ノ
8 、
ア
ヒ
ト

モ
ニ

O
「
相」
字
は
回 、
「
共」
字
は
"
に
準
拠)

山
私ェ
(
七
/
必 、

ヒ
ソ
カ
ニ

〈
名・
字V)

山
梢
(
九
/
幻 、
ヤ
ウ
ヤ
ク
〈
名・
字〉

ヤ
ヤ
〈
名・
字〉)

山

梢HA
(
四
ノ
m 、

ヤ
ヤ
モ
ス
レ
パ

o
m
k
準
拠)

問
縞

2
(一
ノ
凶 、
ヒ
ソ

カ
ニ
〈
名・
字〉)

肌
立チ
所
(
凶
/
泥

タ
チ
ド
コ
ロ
ニ

O
立 、
タ
ツ
〈
名・
字〉

タ
チ
ト
コ
ロ
〈
名〉

O
所 、
ト
コ
ロ
〈
名・
字〉)

問
粗
(
六
ノ
お 、

ア
ラ
ア
ラ

〈
名・
字V
ア
ラ
カ
シ
メ
〈
名・
字〉
ホ
ホ
〈
名・
字〉)

凹
糸 ト
(
五
/
川口 、

ィ

ト
〈
字〉)

山
終ニ
(一
ノ
4、
ツ
ヒ
ニ
〈
名・
字〉)

凶
終
夜ラ
(一
四
ノ
5 、

ヨ
モ
ス
カ
ラ
〈
名』)

間
終
日ニ
(一
o
j
u 、
ヒ、
不
モ
ス
ニ
〈
名
(
ヒ
メ
ム
ス

ホ

ニ
)
・

字〉)

即
終
道

す
(一
九
ノ
9 、
ミ
チ
ス
ガ-
フ)

問
縦 ヒ

合
7
u 、
タ

ト
ヒ
〈
名・
字〉)

悶
総ュ
(
四
/
7 、
ワ
ツ
カ
ニ
〈
名〉
O
線 、
ヮ
ツ
カ
〈
字〉)

問
而ヵ
(一
/
3 、
シ
カ
O
而 、
シ
カ
モ・
シ
カ
リ

〈
名・
字〉)

m
而モ
(
ニ
ノ

口 、
シ
カ
モ
〈
名・
字〉)

問
実ラ
(一
O
ノ
お 、

ヤ
ハ
ラ
OM目 、
ヤ
ハ
ラ
カ
ニ

〈
名・
字〉)

印
柳ニ
(
二
ノ
3 、

イ
サ
サ
カ
ニ
〈
名〉
O
柳 、
ィ
サ
、
カ
〈
字〉)

山
柳そ
(一
二
ノ
お 、
イ
サ
サ
カ
モ

o
m
k
準
拠)

問
自力ラ
(一
ノ
4、

ミ
ツ

カ
ラ
〈
名〉

ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
〈
名・
字〉)

郎
自
本
(一
/
紅 、
モ
ト
ヨ
リ
O

本
白 、
モ
ト
ヨ
リ

〈
字〉)

問
自
然ラ
(一
ノ
4、

ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
〈
名・
字〉)

四
萄

2
(
二
五
/
1 、

イ
ヤ
シ
ク
モ
〈
名・
字〉)

印
若シ
(一
ノ
1 、

モ
シ

〈
名・
字〉)

川
五

五
(
二
六
/
応 、
モ
シ
カ
O
聞
に
準
拠)

凶
若ャ
(一
一
/

泊 、
モ
シ
ヤ
o
m
に
準
拠)

叫
若
干
(一
ノ
6 、
ソ
コ
ハ
ク
〈
名・
字〉)

凶

笠ニ
(一
ノ
印 、
け
ソ
カ
三

凶
親 リ
(一
ノ
お 、
7
ノ
ア
タ
リ
〈
名・
字〉)

凶
設 ヒ
(
六
ノ
5 、
タ
卜
ヒ
〈
名・
字〉)

川
試ニ
(
七
/
初 、
コ
コ
ロ
ミ
ニ

O

試 、
コ
、
ロ
ミ
ル
〈
名・
字〉)

印
誠ニ
(一
二
/
崎 、

ト
モ
ニ

O
誠 、

ト
モ

マ
コ
ト
ニ

O
誠 、
7
コ
ト

〈
名・
字〉)

国
諸
共=
(一
O
/
紅 、

14 
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今昔物語�における漢字の用法に関する 一試論

モ
ロ
ト

モ
ニ
O諸 、
モ
ロ
/\
〈
名・
字〉
O
「
共」
字
は"
に
準
拠)
即
時官ヒ

(
一
ノ
日 、
タ
ト
ヒ
〈
名〉
O
響 、
タ
ト

フ
〈
名・
字〉)

問
答

コ
(
一ノ
口 、
タ

ト
ヘ
パ
O
凶
に
準
拠)
旧
宣ニ
(二
ノ
お 、
ア
ニ
〈
名・
字〉)
四
身
(二
五

j
n 、
ミ
ヅ
カ
ラ
〈
名〉)

m
線
而
(二
三
j
u 、
ヤ
カ
テ
O
接 、
ャ
カ
ラ

〈
名〉)

削
軟ラ
(五
ノ
3 、
ヤハ
ラ
O
軟 、
ヤハ
ラ
カ
ナ
リ

(ニ)
〈
名〉
ヤハ

ラ
ク
〈
字〉)
回
転
(
一
四/
お 、
イ
ヨ
イ
ヨ
〈
名・
字〉
ウ
タ
タ
〈
名・
字〉)

間
貯ヒ
(二
五
ノ
7 、
タ
ト
ヒ
〈
名〉)

即
返テ
(
一
一ノ
目 、
カ
ヘ
リ
テ
O
返 、

カヘ
ル
へ
名・
字〉)

問
速
す(
一
六
/
6 、
ス
ミ
ヤ
カニ
〈
名・
字〉)

即

遂ェ
(一
/
4 、
ツ
ヒ
ニ
〈
名・
字〉)

間
道
ヲ
三
六ノ
9 、
ミ
チ
ス
ガ
ラ

O
道 、
ミ
チ
〈
名・
字〉)

似
通マ
(二
/
お 、
タ
マ
タ
マ
〈
名・
字〉)

脱
適

事

々
(
一
一ノ
句 、
タマ
タ
マ)

問
還テ
(
一
Oノ
日 、
カ
ヘ
テ
〈
字〉
O送 、
ヵ

ヘ
ル
〈
名・
字〉)
出
重テ
(
一ノ
ロ 、
カ
サ
ネ
テ
O
重 、
ヵ
サ
ヌ
〈
名・
字〉)

邸
露ュ
(
一二
ノ
出 、
ツ
ユ
〈
名・
字〉)

附
面 リ
(
七
ノ
ロ 、
マ
ノ
ア
タ
リ

〈
名・
字〉)

川町
須タ
(
一/
却 、
ス
ヘ
カ
ラ
ク
〈
名・
字
(スヘ
ラ
ク・
ス
ヘ
カ

ラ
ス)〉)

問
頓
(
六ノ
辺 、
タ
チ
マ
チニ
〈
名・
字
(
タ
チ7
チ)〉
ニ
ハ
カ

ニ
〈
名・
字〉)

問
頗ん
(五
ノ1 、
ス
コ
フ
ル
〈
名・
字〉)

m
頻ニ
(
四
ノ

針 、
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
〈
名・
字〉)
m
ト

是
(二
五
ノ
5 、
ト
カ
ク
O
是 、
ヵ
ク

ノ
コ
ト
ク
〈
名〉)

尚 、
訓
の
確
定
に
際
し
て
次
の
諸
点
に
留
意
し
た 。

付

両
字
書
に
お
い
て
当
該
漢
字
に一
不
さ
れ
た
和
訓
の
う
ち 、
副
詞
の
そ
れ

と
見
る
べ
き
も
の
は
総
て
検
討
の
対
象
と
す
る 。
但
し 、

本
集
に
散
見
す

る
姶
て
仮
名
は 、
極
力
利
用
し
て
訓
決
定
の
参
考
と
す
る 。

白
一
漢
字
に
副
詞
と
し
て
の
和
訓
が
二
訓
以
上
想
定
で
き
る
場
合
に
つ
い

て
は 、

ω

『
色
菜
字
類
抄』
に
載
録
さ
れ
て
い
る
和
訓
を
重
視
し
て
優
先
す

る 。
乙
れ
は 、
本
書
が
上
述
の
ご
と
き
性
格
の
書
で
あ
る
と
認
め
て
の

扱
い
で
あ
る 。

ω

本
集
に
お
い
て
当
該
漢
字
で
表
記
さ
れ
た
語
の
文
脈
的
意
味
を
勘
案

す
る 。

2

存
疑
例
に
関
す
る
個
別
的
検
討

右
の
検
討
に
お
い
て 、
尚
確
定
的
な
訓
の
得
ら
れ
な
か
っ
た
事
例
に
つ
き 、

次
に 、
文
脈
的
意
味
を
勘
案
し
つ
つ 、
そ
の
決
定
を
試
み
る 。

l

「
且」
字
で
存
疑
の
例
は
「
汝ヂ
持7
所ノ
経 ヲ
且
前
立テ、
極
楽ュ
送 リ
置キ

奉ル
也」
(
ごニ
ノ
沼)
で
あ
る
が 、
文
脈
上 、
シ
パ
ラ
ク
の
訓
が
相
応
す
る
で
あ

ろ-つ 。5

「
中
」々
の
表
記
が
副
詞
の
漢
字
表
記
に
使
用
さ
れ
た
例
に
は 、
次
な

ど
が
あ
る 。

中
々
其ノ
後
頭ノ
毛
太 リテ
物
不
思エズ
(一
四
/
必)

乙
の
例 、
『
打
間
集』
に
共
通
説
話
が
あ
り 、
そ
の
該
当
箇
所
は
本
集
と
ほ
ぼ

同
文
で
あ
っ

て 、
「
ナ
カ

/\
其
後三
頭
毛

1リテ
怖
事
限ナ シ」
(
第一一一一一
話)
と
あ

る
と
乙
ろ
か
ら 、
一副
詞
ナ
カ
ナ
カ
の
漢
字
表
記
で
あ
る
ζ
と
が
察
知
さ
れ
る 。

お
「
否」
字
の
副
詞
表
記
例
は 、
「
御
子ノ
返 シ
否 y
不
給 リケ レパ」
(
二
四
ノ
お)

の
ど
と
き
で
あ
る
が 、
こ
の
例 、
典
拠
『
伊
勢
物
語』
の
原
文
で
は
「
み
乙 、

歌
を
返
々
諦
じ
た
ま
う
て 、
返
し
え
し
た
ま
は
ず」
(
第
八一
段)
で
あ
る
と
乙

ろ
か
ら 、
副
詞
エ
の
漢
字
表
記
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る 。

ぬ
「
増」
字
が
副
詞
の
表
記
に
借
用
さ
れ
る
場
合
は 、
次
の
ど
と
く
で
あ

る 。
小キ
馳ソラ
恐シ
増 シテ
カ
ク
許
大
作胞ヲパ
何デ方
策セム
被
呑日

f

神 ヲダ一-
此 ス
増 テ
我
等 ヲバ
撤ヤセムズラム
(
二
六
ノ
8)

引
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に 、
助
詞
ソ
ラ・
ダ
ニ
と
共
に
使
用
さ
れ
て
い
る
副
詞

(
五
ノ
問)

15 



の
漢
字
表
記
で
あ
る
か
ら 、
マ
シ
テ
と
訓
ず
べ
き
で
あ
ろ
う 。

日
「
常」
字
は 、
本
集
に
お
い
て
は
専
ら
情
態
副
詞
の
漢
字
表
記
と
し
て 、

「
汝
常ェ
我
等
九
人 ュ
依 テ
世 ェ
有

Z
人
也」
(一
ノ
幻)
の
ご
と
く
使
用
さ
れ
て
い

る
の
で 、
ツ
ネ
ニ
の
訓
を
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
る 。

印
「
強」
字
で
存
疑
の
例
に
次
が
あ
る 。

強テ
勝
負

2
4

不
思ハ
(
二
三
/
お)

シ
ヒ
テ
の
訓
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
が 、
ツ
ト

メ
テ
も
捨
て
が
た
い 。
留
く

両
訓

共
に
留
め
て
お
く 。

臼
「
徐」
字
の
使
用
例
は 、
「
徐=
歩 ミ
来 リ
向ヘ リ」
(一
七
/
お)
で
あ
る
が 、

諸
訓
の
う
ち 、
オ
モ
プ
ル
が
相
応
と
認
め
る 。

日
「
急」
字
の
使
用
例
は 、
左
の
ど
と
く
で
あ
る 。

此 ヲ
悶テ
彼ノ
長
者
弥ョ
菩

43亦シ
伎
楽 ヲ
調 テ
遊
戯 スル
事
兎
限シ
(一
ノ
日)

文
脈
上 、
タ
チ
マ
チ
の
訓
が
該
当
す
る
と
見
ら
れ
る
が 、
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
も
ま
た

強
ち
捨
て
が
た
い
の
で 、
留
保
す
る 。
或
い
は
音
読
に
従
う
か
と
も
思
わ
れ

る 。η
「
懇」
字
の
副
詞
表
記
例
か
と
見
ら
れ
る
も
の
に
「
子ノ
中
珪 、
得ヲ
不

解刊シ
父ノ
所ニ
行テ
懇
此 レヲ
養 ヒ
綴 フ」
(
七
ノ
幻)
が
あ
る 。
形
容
動
詞
ネ
ム
コ
ロ

ナ
リ
で
訓
ず
る
の
が
穏
当
と
思
わ
れ
る
が 、
マ
コ
ト

ニ
の
訓
も
支
障
な
さ
そ
う

で
あ
る 。

出
「
曲目」
字
の
使
用
例
は 、
次
の
ど
と
く
で
あ
る 。

未
曽テ
カ
ク
端
正

Z
女
人ノ
形ヲ
不
見ズ

会
7
U)

「
曽」
字
が
本
集
に
お
い
て
副
詞
の
漢
字
表
記
に
用
い
ら
れ
る
場
合 、
そ
れ
は

総
て
否
定
表
現
を
伴
う
陳
述
副
詞
の
表
記
で
あ
っ
て 、
殊
に
「
未
曽テ」
の
表

現
が
大
半
で
あ
る 。
従
っ
て 、
カ
ツ
テ
の
訓
が
相
応
す
る 。

m
m
m
「
然」
字
の
副
詞
表
記
に
つ
い
て一
言
す
る 。
と
の
字
が
シ
カ
の
表

記
に
用
い
ら
れ
る
こ
と 、
「
然ヵ銅山 ッ」
(=
ア
日)
な
ど
の
捨
て
仮
名
の
例
お
よ

び
『
類
取氏
名
義
抄』
の
和
訓
に
依
っ
て
確
認
で
き
る
が 、
ま
た 、
「
八
重ガ
然サ

云 ヒ
返 yタリケム」(
二
八
j
U)
の
ど
と
き
全
訓
捨
て
仮
名
の
例
か
ら 、
サ
の
表
記
に

も
使
用
さ
れ
た
と
と
が
知
ら
れ
る 。
「
然そ」
の
用
字
に
つ
い
て
も 、
両
古
字
書

の
和
訓
か
ら
シ
カ
モ
の
訓
を
推
定
し
う
る
と
共
に 、
「
現 -一
其ハ
然

Z
侍ルラム」

合
二ハ
ノ
8)
の
全
訓
捨
て
仮
名
表
記
か
ら 、
サ
モ
の
表
記
に
使
用
さ
れ
た
と
と

が
察
知
で
き
る 。

m
「
狼」
字
の
副
詞
表
記
例
か
と
見
ら
れ
る
も
の
に 、
次
が
あ
る 。

汝ガ
妻
死シ
時ノ
事ヲ
以
狼ュ
愁フ
不
当ズ
(
二
O
j
m)

文
脈
上 、
形
容
動
詞
ミ
ダ
リ
ナ
リ

で
訓
ず
べ
き
で
あ
ろ
う 。
従
っ
て 、
検
討
の

対
象
か
ら
除
く
乙
と
と
す
る 。

問
「
率」
字
の
副
詞
表
記
例
に
は
次
が
あ
る
が 、
文
脈
上 、
ツ
ヒ
ニ
の
訓
が

相
応
し
い 。

幼
勺
山ェ
町(号
師ュ
随テ
法
花
経ヲ
受
習 -7
昼
夜ェ
説
諭 シテ
率 ェ
他 J
勤 メ
走 ン
〈一

四
ノ
忽)

山
「
直」
字
の
副
詞
表
記
例
の一
っ
と
見
る
べ
き
も
の
に
「

闘っ
海 ヲ
渡 ラパ」

(
二
五
ノ
9〉

が
あ
る 。
『
宇
治
拾
遺
物
語』
中
の
共
通
説
話
で
は 、
当
該
箇
所

が
「
す
ぐ
に
わ
た
ら
ば」
(
巻
二
/
4)
と
あ
り 、
と
れ
に
依
っ
て
ス
グ
の
訓

を
確
定
す
る
と
と
が
で
き
る 。

旧
「
梢」
字
の
副
詞
表
記
例
で
直
ち
に
そ
の
訓
を
確
定
し
え
ぬ
も
の
に 、
次

が
あ
る 。

16 

其 ノ
後
善
通
善
心
梢
退テ
戒
行 ヲ一
旦ュ
閥y

梢
左
右ヲ
見 レハ
(一
七
ノ
時)

前
例
に
は
ヤ
ャ 、
後
例
に
は
ヤ
ウ
ヤ
ク
の
訓
が
該
当
す
る
と
忍
わ
れ
る 。
暫
く

両
訓
を
存
す
る
ζ
と
と
す
る 。

(
九ノ
幻)
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四
「
粗」
字
の
副
詞
表
記
例
と
認
む
べ
き
も
の
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
が 、

我
レハ
暗
与
所ュ
居
匂
人
有
ト
モ
不
知
y
テ
忍
テ
仏
ュ
申
ス
事
共
組
問ュ

(
一

九
ノ
1
)

其
後
此
ノ
事
陪ス
トス
レト
そ
自
然
ラ
人
粗
知ュ
ケレパ
世ニ
モ
間エエ
ケリ

(一
ニ
O
/
3
)

共
に 、
ア
ラ
ア
ラ・
ホ
ボ
い
ず
れ
の
訓
が
最
適
と
も
定
め
が
た
い
の
で 、
二
訓

共
に
存
す
る
乙
と
と
す
る 。
但
し 、
ア
ラ
カ
ジ
メ
は
相
応
で
な
い
の
で 、
検
討

の
対
象
か
ら
除
外
す
る 。

間
「
自」

字
が
副
詞
の
表
記
に
使
用
さ
れ
た
場
合 、
「
太
子
自ヵ ラ
鈎 ヲ
以
Z髪ヲ

剃
給ヒツ」
(一
ノ
4)
の
ど
と
く 、

本
集
で
は
辺
例
ミ
ヅ
カ
ラ
の
訓
を
与
え
う
る

よ
う
で
あ
る 。
乙
れ
に
対
し
て
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
の
漢
字
表
記
は 、
「
其
時 一-
池ノ
中ニ

自
然
ラ
千
葉ノ
蓮
花
生
タ
リ」
(
一
ノ
5
)

の
ど
と
く、
「
自
然
」

の
用
字
に

依
っ
て

行
な
わ
れ 、
両
者
の
問
に
表
記
上
の
区
別
が
存
す
る
も
の
の
ど
と
く
で
あ
る 。

叩
「
誠」
字
の
副
詞
表
記
例
は 、
通
例
次
の
ご
と
く
で
あ
っ

て 、
マ
コ
ト

ニ

の
訓
が
相
応
し
い 。

誠ェ
知ヌ
此
レ
大
安土
寸ノ
釈
迦ノ
威
光
稲
経ノ
功
徳
ノ
致
Z
也

(
ご

7
m
)

悶
「
転」
字
の
副
詞
表
記
例
に
は
次
が
あ
る 。

然
レ・ハ
徳
ヲ
関
タ
事
転
有
ヶ
リ

(
一
四
/
お
)

転
ト
岡山
う

ご
六
ノ
初
)

イ
ヨ
イ
ヨ
・
ウ
タ
タ
い
ず
れ
と
も
そ
の
訓
を
決
定
し
が
た
い 。
暫
く

保
印刷
す
る

乙
と
と
す
る 。

別
「
頓」
字
が
別
詞
の
表
記
に
使
用
さ
れ
た
例
に
「
其ノ
安
岡
死シヌ」
(ムハ
ノ

お)
が
あ
る 。
タ
チ
7
チ
ニ
・

ニ
ハ
カ
ニ
い
ず
れ
の
訓
に
拠
る
乙
と
も
許
容
さ

れ
そ
う
に
思
わ
れ
る
の
で 、
両
訓
共
に
留
保
す
る 。
尤
も 、
字立自
に
従
う
と
と

も一
法
で
あ
ろ
う 。

m
「
頻」
字
が
副
詞
表
記
に
使
用
さ
れ
た
か
と
見
ら
れ
る
例
に
次
の
ど
と
さ

が
あ
る 。

亦
海
人
等
阿
弥
施
魚ト
唱
リル
魚
漸タ
岸ニ
近
7
寄
レパ
海
人
頻ニ
侶ヘ
テ
魚
ヲ
寄ス

(
凶
/
幻
)

か
か
る
文
脈
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
「
頻」
字
は 、
形
容
動
詞
シ
キ
リ
ナ
リ

で

訓
ず
る
の
が
最
適
で
あ
ろ
う 。

繁
演
な
手
続
き
に
拠
っ
た
が 、
以
上
の
吟
味
を
過
し
て 、
本
集
に
お
い
て
副

記
の
表
記
に
使
用
さ
れ
た 、
上
記
の
漢
字
の
訓
は 、
ほ
ぽ
定
め
え
た
か
と
思

-
つ 。

注
記
6

『
類
取県
名
義
抄
』

に
つ
い
て
は
観
智
院
本 、
『
色
材料
字
類
抄
」

に
つ
い
て
は

前
悶
家
本
お
よ
び
泉
川
家
本
を
使
川
す
る。

注
記
7

木
文
は 、

日
本
古
典
文
字
大
系
「
A1 4mH
物
語
集」

に
拠
る。

本
集
用
字
の
基
盤

さ
て、

と
の
杭
の
当
初
の
目
的
の
一
つ
は、

本
集
に
お
け
る
漢
字
使
用
の
実

態
を
採
り 、
そ
の
使
用
法
盤
を
考
え
る
と
と
ろ
に
あ
っ
た 。
そ
ζ
で
次
に 、
先

に
定
め
え
た
諸
漢
字
の
訓
を
誌
に 、
本
化到
に
お
け
る
漢
字
と
そ
れ
を
伏
別
し
て

表
記
さ
れ
た
語
と
の
関
係
を
助
え
て
見
た
い
と
思
う 。

1

副
詞
と
そ
の
表
記
漢
字
と
の
関
係

人 I
仮
に 、
先
に
確
定
し
え
た
諸
漢
字
の
訓
を
そ
の
淡
字
に
依
っ

て
表
記
さ
れ

た
語
と
見
倣
し
て 、
語
を
中
心
に
そ
れ
ら
諸
漢
字
を
整
理
す
る
と 、
次
の
ご
と

く
に
な
る 。
乙
の
処
理
は 、
木
集
に
お
い
て
当
該
認
が
何
和
類
の
い
か
な
る
漢

字
に
依
っ

て
表
記
さ
れ
て
い
る
か
を
観
察
す
る
上
で 、
有
効
で
あ
ろ
う 。

ア
カ
ラ
サ
マ
(
白
地)

ア
タ
カ
モ
(
先)

ア
ナ
ガ
チ
ニ
(
強)

ア
ニ

(
量)

ア
ハ
セ
テ
(〈U)

ア
ヒ
タ
ガ
ヒ
ニ
(
相
互)
ア
ヒ
ト

モ
ニ
(
相

-争事

共)

ア
ヘ
テ
(
敢)

ア
7
タ
(
数)

ア
ラ
ア
ラ
(
粗)

ア
ル
イ
ハ

(
或)

イ
カ
ニ
イ
ハ
ム
ヤ
(
何
況)

(
柳)

イ
サ
サ
カ

17 

イ
サ
サ
カ
ニ



モ
(
籾)

イ
タ
ク
(
痛)

イ
ト

(
糸)

イ
ハ
ム
ヤ
(
云
2
・

況

臼)

イ
マ
ダ
(
未)

イ
ヤ
シ
ク
モ
(
萄)

イ
ヨ
イ
ヨ
(
弥
制・

*京

事本

転
2)

ウ
タ
タ
(
転)

ウ
チ
ウ
チ
(
内
)々

エ
(
否)

オ
ノ
オ
ノ

(
各)

オ
ノ
ヅ
カ
ラ
(
自
然)

オ
ホ
ヨ
ソ
(
凡)

オ
モ
ブ
ル
ニ
(
徐)

カ
ク
(
此)

カ
サ
ネ
テ
(
重)

カ
タ
ガ
タ
ニ
(
努)

カ
ッ
カ
ツ
(
且)

カ
ツ
テ
(
曽)

カ
ツ
ハ
(
且)

カ
ナ
ラ
ズ
(
必)

カ
ネ
テ
(
兼)

カ
ヘ
テ・
カ
ヘ
リ
テ
(
返
4
・

還
3)

カ
リニ

(
権)

キハ
メ
テ
(
極)

コ
コ
ニ
(
愛)

コ
コ
ロ
ミ
ニ
(
試)

コ
ト

ゴ
ト
ク
(
悉)

コ
ト

サ
ラ

ニ
(
故)

コ
トニ

(
殊)

コ
ト
ノ
ホ
カニ
(
事
外)

サ
(
然)

サ

(付1)

タ
メ
テ
(
定)

サ
モ
(
然)

サ
ラニ
(
更)

シ
カ
(
然
叩・
市
1)

シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ
(
併)

シ
カ
モ
(
然
U・
而
7)

シ
パ
シ
(
暫)

シ

{付2)

パ
シ
パ
(
総
l
・

数
2・
数
々
1)

シ
パ
ラ
ク
(
且
1・

暫
加)

シ
ヒ

也事*

テ
(
強)

ス
グニ
(
直)

ス
コ
シ
(
少)

ス
コ
シ
ク
(
少)

ス
コ

シ
モ
(
少)

ス
コ
プ
ル
(
頗)

ス
デニ
(
己
5・
既
附)

ス
ナハ
チ

(
別
1・

即
制)

ス
ベ
カ
ラ
ク
(
須)

ス
ベ
テ
(
惣)

ス
ミ
ヤ
カニ

本本
(
急
4
・

疾
1・

速
抑)

ソ
コ
パ
ク
(
若
干)

タ
ガ
ヒ
ニ
(
互)

タ

シ
カニ
(
怯)

タ
ダ
(
只)

タ
ダ
チ
ニ
(
直)

タ
チ
ド
コ
ロ
ニ
(
立

也字申

也事事

所)

タ
チ
マ
チ・
タ
チ
マ
チ
ニ
(
忽
仙・
急
4・

頓
1)

タ
ト
ヒ
(
縦

6
・

設
4・

磐
田・
辞
2)

タ
トヘ

パ
(
磐)

タ
ビ
タ
ピ
(
度
)々

*ホ

タ
マ
タ
マ
(
適
幻
・

適
々
l)

ツ
ト

メ
テ
(
強)

ツ
ネニ
(
常)

ツ

ヒ
ニ
(
率
1・

終
臼
・

遂
組)

ツ
ブ
サニ
(
具)

ツ
ユ
(
露)

ツ
ラ

ツ
ラ
(
傍)

ト
カ
ク
(
此
彼
凶・
ト

固定
1)

ト
モ
カ
ク
モ
(
此
彼)

ト
モ
ス
レ

パ
(
此
1・

此
為
1)

ト
モ
ニ
(
共)

ナ
カ
ナ
カニ
(
中
)々

ナ
カ
ン
ヅ
ク
ニ
(
就
中)

ナ
ホ
(
尚
m・
猶
捌)

ナ
ホ
シ
(
尚
9・

猶

取必手

口)

ナ
マ
ジ
ヒ
ニ
(我山)

(
俄
制・
暴
8・
頓
1)

ハ
ジ

ニ
ハ
カニ

(付3)

メ
テ
(
初
日
・

始
必)

ヒ
ソ
カニ
(
密
8・
私
1・
籍
制・
蜜
郎)

ヒ

ト
ヘ
ニ
(
偏)

ヒ、不
モ
ス
ニ
・
ヒ
メ
ム
ス
ニ
(
終
日)

フ
タ
タ
ピ
(
一丹)

---e

e--'

 

ホ
ト
ホ
ド

(
殆)

ホ
ボ
(
粗)

マ
コ
トニ

(
実
縦・
懇
1・

誠
H)(付4)

マ
サニ
(
の
1・

将
4・

正
4
・

当
日)

マ
シ
テ
(
増)

マ
タ
(
亦

抑・
又
抗)

マ
ヅ
(
先)

マ
ノ
ア
タ
リ

(
親
5・
面
ロ)

ミ
チ
ス
ガ

ラ
(
終
道
7・
道
1)

ミ
ヅ
カ
ラ
(
自
加・
身
1)

モ
シ
(
若)

モ

シ
カ
(
若)

モ
シ
ヤ
(
若)

モ
ト

モ
(
尤
日・
寂
5)

モ
ト
ヨ
リ

(
本
四・
自
本
2)

モ
ハ
ラ
(
専)

モ
ロ
ト

モ
ニ
(
諸
共)

ヤ
ウ
ヤ

合守本

ク
(
漸
m・
梢
2)

ヤ
ガ
テ
(
線
而)

ヤハ
ラ
(
和
田・
弱
1・
嬬
1・

$会事

実
1・

軟
l)

ヤ
ヤ
(
梢)

ヤ
ヤ
モ
ス
レ
パ
(
動
3・
梢1)

ユ
メ

ユ
メ
(
努
3・

努
力1・
努
々
回)

ヨ
モ
(
世)
ヨ
モ
ス
ガ
ラ
(
終
夜)

ヨ
ロ
シ
ク
(
宣)

ワ
ザ
ト

(
態)

ワ
ヅ
カニ
(
僅
お・
和
総
5・
綾
印)

〈
付
記
1)

サ・
シ
カ
い
ず
れ
と
も
そ
の
訓
を
定
め
が
た
い
表
記
も
存
す
る
の
で 、

両
者
を
合
算
し
た 。

(
付
記
2)
シ
パ
シ・
シ
パ
ラ
ク
い
ず
れ
と
も
そ
の
訓
を
定
め
が
た
い
表
記
も
存
す

る
の
で 、
両
者
を
合
算
し
た 。

(
付
記
3)

「
網」
字一
例
を
も
含
む 。

(
付
記
4〉

「
亦」
「
又」
両
字
に
つ
い
て
は 、
接
続
詞
の
表
記
例
を
も
合
算
し
た 。
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乙
乙
で
直
ち
に
観
察
さ
れ
る
事
実
は 、
本
集
に
お
け
る
漢
字
使
用
の
単
調
さ

で
あ
る 。
過
半
の
副
詞
に
つ
い
て
は 、
集
全
体
を
通
じ
て
唯一

一桜
の
漢
字
に
依

っ
て
そ
の
表
記
が
行
な
わ
れ
る 。
数
種
の
漢
字
を
使
用
す
る
場
合
も
往
々
に
存

す
る
が 、
大
半
は
二 、
三
種
で
あ
っ

て 、
多
穫
に
及
ぶ
ζ
と
は
極
め
て
稀
で
あ

る 。
尚 、
ζ
の
観
察
で
留
意
す
べ
き
は 、
右
の
な
か
に
先
の
検
討
で
疑
い
を
残

し
た
淡
字
の
存
す
る
こ
と
で
あ
る 。
そ
れ
ら
に
は
Z
印
を
施
し
て
他
と
区
別

し
た 。
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数
種
の
漢
字
を
そ
の
表
記
に
用
い
る
語
に
つ
い
て 、
そ
れ
ら
の
漢
字
が
本
集

中
で
使
用
さ
れ
る
状
況
を
調
査
す
る
と 、
そ
乙
に
顕
著
な
傾
向
の
存
す
る
ζ
と

が
築
知
さ
れ
る 。
即
ち 、
そ
の
使
用
度
数
が
特
定
の
漢
字
に
集
中
す
る
事
実
で

あ
る 。
右
の一
覧
に
示
し
た
数
値
は 、
そ
の
使
用
度
数
で
あ
る 。

乙
の
事
実
は 、
本
集
に
お
い
て 、
語
と
そ
れ
を
表
記
す
べ
き
漢
字
と
の
関
係

が
緊
密
で 、
各
語
に
は
そ
れ
を
表
記
す
る
た
め
の
特
定
の
漢
字
が
定
着
し
て
い

た
と
と
を
暗
示
す
る
と
解
さ
れ
る 。

と
と
ろ
で 、
先
に
と
の
稿
で
使
用
し
た
『
類
取県
名
義
抄』
お
よ
び
『
色
葉
字

類
抄』
を
披
見
す
る
と 、
そ
乙
に
収
録
さ
れ
た
漢
字
と
和
訓
と
の
関
係
が
い
か

に
多
様
で
あ
る
か
を
看
取
す
る
乙
と
が
で
き
る 。
即
ち 、
『
類
取氏
名
義
抄』
で

は 、
一
漢
字
に
示
さ
れ
た
和
訓
は
極
め
て
豊
富
で
あ
る 。
『
色
葉
字
類
抄』
で

は 、
人
事
門・
辞
字
門
な
ど
で一
語
に
掲
げ
ら
れ
た
漢
字
の
数
は 、
多
く
の
場

合 、
ζ
れ
ま
た
彩
し
い
数
に
上
る 。
当
該
漢
字
の
和
訓
の
集
成 、
当
該
語
を
表

記
す
べ
き
漢
字
の
集
成
と
い
う 、
字
書
と
し
て
必
備
の
条
件
を
充
た
し
た
も
の

と
理
解
す
る
と
と
は
で
き
る
も
の
の 、
先
に
知
り
え
た 、
本
集
に
お
け
る
漢
字

使
用
の
単一
一性
と
比
較
し
た
場
合 、
そ
の
懸
隔
の
甚
し
さ
は
極
め
て
注
目
に
価

す
る 。
問
題
は 、
当
時
の
文
字
表
記
生
活
の
な
か
に
あ
っ

て 、
両
古
字
蓄
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
な 、
語
と
そ
れ
を
表
記
す
べ
き
漢
字
と
の
多
様
な
関
係
が
当
時

の
漢
字
使
用
の
社
会
的
習
慣
を
反
映
す
る
も
の
な
の
か 、
或
い
は
本
集
の
漢
字

使
用
の
状
況
か
ら
看
取
さ
れ
る
よ
う
な 、
そ
の
単
純
な
関
係
が
当
時
の
日
常
の

漢
字
使
用
の
現
実
で
あ
る
の
か
と
い
う
乙
と
で
あ
る 。

か
よ
う
な
点
を
省
察
し
て
お
く
と
と
は 、
本
集
の
漢
字
使
用
の
特
性
を
理
解

す
る
上
で
有
意
義
な
乙
と
で
あ
ろ
う
と
思
う 。
そ
乙
で
次
に 、
本
集
の
成
立
し

た
院
政
期
に
焦
点
を
置
き 、
当
時
の
漢
字
意
識
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思

う 。
考
察
を
よ
り
明
確
に
進
め
る
た
め
に 、
そ
の
漢
字
窓
識
を
読
書
時
の
そ
れ

と
書
記
時
の
そ
れ
と
に
二
分
し
て
捉
え
る
乙
と
と
す
る 。

2

訓
点
資
料
に
お
け
る
漢
字
と
そ
の
和
訓

読
書
時
の
漢
字
意
識
は 、
漢
文
訓
読
の
場
に
お
け
る
漢
字
意
識
を
探
る
と
と

に
依
っ
て
最
も
典
型
的
に
把
握
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る 。
そ
の
た
め
に 、
当

時
加
点
さ
れ
た
訓
点
資
料
に
お
け
る 、
漢
字
と
そ
の
和
訓
と
の
関
係
を
知
る
と

と
が
必
要
と
な
っ

て
く
る 。
今 、
乙
乙
に
は
報一

脚

『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝』

(
注8)

古
点
を
検
討
資
料
に
採
り
上
げ 、
右
の
問
題
の
解
明
に
資
す
る
こ
と
と
し
た

い 。
本
文
献
を
採
り
上
げ
た
の
は 、
ζ
れ
が
代
表
的
な
院
政
期
仏
家
点
本
で
あ

り 、
そ
の
細
密
な
加
点
は
当
面
の
問
題
を
考
え
る
の
に
好
湖
の
資
料
と
目
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る 。

本
集
に
つ
い
て
先
に
観
察
し
た
副
詞
諸
語
が 、
右
の
文
献
で
は
い
か
な
る
政

字
の
訓吋一叫
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
整
理
す
る
と 、
次
の
ご
と
く
に
な
る 0

・
1
印
を
施
し
た
漢
字
は 、
什
訓
の
確
例
な
き
も
の
で
あ
る 。

ア
ニ
(
宣)

ア
ヘ
テ
(
敢)

ア
マ
タ
(
数)

ア
ル
イ
ハ
(
乍
・

或・

有)

イ
サ
サ
カ
(
酬明)

イ
ハ
ム
ヤ
(
況
・

況
乎)

イ
マ
ダ
(
未)

イ

ヤ
シ
ク
モ
(
街)

イ
ヨ
イ
ヨ
(
弥
・

滋
・

遜)

ウ
タ
タ
(
転)

オ
ノ

オ
ノ
(
各
・

各
)々

オ
ノ
ヅ
カ
ラ
(
自)

オ
ホ
ヨ
ソ
(
凡)

カ
ク

(
之)

カ
サ
ネ
テ
(
山政
・

霊)

カ
タ
ガ
タ
(
傍
・

努)

カ
ツ
ガ
ツ

(
且
・

綴)

カ
ツ
テ
(
嘗
・

白
・

胡)

カ
ツ
ハ
(
且)

カ
ナ
ラ
ズ
(
必・

会)

カ
ヘ
リ
テ
(
却
・

反
・

復
・

旋
・

翻
・

還)

カ
リ
ニ
(
仮
・

権)

キ
ハ
メ
テ
(
極)

コ
コ
ニ
(二
?
属
・

斯
・

於
是
・

於
駕・
是・
此・
変・
弦・

男
・

言)

コ
コ
ロ
ミ
ニ
(
試)

コ
ト
ゴ
ト
ク
(
戚
・

戚
悉
・

悉
・

尽
・

挙)

コ
ト

サ
ラ
ニ
(
故)

サ
イ
ハ
ヒ
ニ
(
幸)

サ
ラ
ニ
(
史)

シ

カ
(
然
・

爾)

シ
カ
モ
(
然
・

爾
・

而)

シ
パ
シ
パ
(
亙
・

属
・

屡
・

数
・

畷)

シ
パ
ラ
ク
(
且
・

少
・

少
時
・

少
頃
・

暫(吋)
・

頃
之
・

頃
問・
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須)

シ
ヒ
テ
(
強)

ス
コ
シ
(
少
・

微
・

制約
・

法)

ス
コ
ブ
ル

(
頗)

ス
デ
ニ

(
以
・

己
・

既
・

既
己)

ス
ナ
ハ
チ
(
乃
・

乃
轍
・

の
・

使
・

則・

即
・

即
使
・

尋
・

政
・

轍
・

適)

ス
ベ
カ
ラ
ク
(
須)

ス
ベ

テ
(
凡
・

捻
・

惣
・

都)

ス
ミ

ヤ
カ
ニ

(
蚕
・

忽
・

急
・

早
・

速)

タ
ガ
ヒ
ニ

(
互
・

更
相
・

逓)

タ
ダ
(
只
・

唯
・

唯
乎
・

径
・

徒
・

止
・

直)

タ

チ
ド
コ
ロ
ニ

(
立)

タ
チ
マ
チ
ニ

(
卒
・

奄
・

忽
・

2
・

頓)

タ
ト
ヒ

(
縦
・

縦
伏
・

若
山氏
・

設)

タ
ト

ヘ
パ

(
帥U)

タ
マ
タ
マ
(
俄
・

属
・

遇)

ツ
ト
メ

テ
(
務)

ツ
、

不
ニ

(
常
・

値
・

符)

ツ
ヒ
ニ

(
卒
・

必
・

率
・

翠
・

完
・

終
・

掌
・

致
・

遂)

ツ
ブ
サ
ニ

(
具
・

仙
・

委
・

綾・
蹴
緩)

ト
モ
ニ

(
共・
倶・
将・
与)

ナ
ホ
(
の
・

尚
・

猶)

・

ナ
ホ

シ
(
尚
・

猶)

ニ
ハ
カ
ニ

(
俄
・

逮
・

頓)

ハ
ジ
メ
テ
(
初
・

創
・

始・

起
・

首)

ヒ
ソ
カ
ニ

(
俄
・

密
・

滋
・

私
・

縞
・

蜜)

ヒ
ト

ヘ
ニ

(
偏)

ヒ
ネ
モ
ス
ニ

(
尽
口)

フ
タ
タ
ビ
(
二
・

再)

ホ
ト
ホ
ト

(
幾
・

殆)

ホ
ボ
(
殆
・

略
・

粗)

マ
コ
ト
ニ

(
信
・

允
・

固
・

定
・

実
・

故
・

正
・

特
・

良
・

誠
・

諒)

マ
サ
ニ

(
方
・

将
・

正
・

当)

7
タ
(
且
・

亦
・

又
・

復)

7
ヅ
(
先)

7
ノ
ア
タ
リ

(
親
・

面)

ミ
ヅ
カ
ラ
(
自
・

自
子
・

親
・

身
・

羽
・

羽
白)

モ
シ
(
俄
・

如
・

或
・

脱
・

若
・

頗)

モ
ト

モ
(
尤
・

最)

モ

ト
ヨ

リ
(
従
来
・

本
・

由
・

1h
・

旧)

モ
ハ
-
フ

(
一
・

専
・

純
粋)

ヤ
ウ
ヤ
ク
(
差
・

徐
・

徐
々
・

泣
・

漸
・

梢)

ヤ
ヤ
(
初)

ヤ
ヤ
ム
ズ
レ
パ

(
動)

ユ
メ
(
努
力)

ヨ
ロ
シ
ク
(
宜)

ワ
ヅ
カ
ニ

(
僅
・

総)

今 、
右
の
諸
淡
字
を 、
先
掲
の
本
住叫
に
お
け
る
副
詞
表
記
の
漢
字
に
対
比
し

て
み
る
と 、
次
の
事
実
が
知
ら
れ
る 。

ω

本
集
に
お
け
る
一川
詞
の
漢
字
表
記
で 、
そ
の
表
記
に
使
用
さ
れ
た
漢
字

が 、
右
文
献
に
お
い
て
同一
副
詞
の
和
訓
に
依
っ

て
訓
読
さ
れ
た
漢
字
と

一
致
す
る
語
は 、
調
査
対
象
語
の
五
分
の
四
を
上
回
る 。
但
し 、

両
者 、

字
数
・

字
粍
共
に
一

致
す
る
の
は 、
全
体
の
三
分
の
一

に
過
ぎ
な
い 。

ω

不一
致
の
漢
字
を
含
む
諸
語
の
な
か
で
鮮
明
に
伺
え
る
傾
向
は 、
右
文

献
の
漢
字
数
が
本
集
の
漢
字
数
に
比
L
て
多
い
と
い
う
乙
と
で
あ
る 。
し

か
も 、
そ
の
大
半
の
語
に
つ
い
て
は 、
本
集
の
淡
字
が
右
文
献
の
渓
字
の

な
か
に
包
摂
さ
れ
る 。

右
の
と
乙
ろ
か
ら、

次
の
ど
と
き
推
定
が
成
り
立
つ
。

即
ち、

両
者
に
お
け

る
語
と
漢
字
と
の
関
係
は 、
そ
の
性
的析
を
異
に
す
る 。
右aX
献
で
は 、
同一
和

訓
が
多
数
の
漢
字
と
対
応
し
う
る
状
態
に
あ
り 、
決
字
と
そ
の
和
訓
と
の
関
係

は
流
動
的
で
多
様
性
に
富
む
も
の
で
あ
っ
た 。
乙
れ
に
反
し
て 、
本
築
に
お
け

る
語
と
そ
れ
を
表
記
す
べ
き
漢
字
と
の
関
係
は 、
固
定
的
で
単
純
な
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
乙
と
が
で
き
る 。

訓
点
資
料
に
お
け
る
右
の
ど
と
き
傾
向
は 、
平
安
後
期
か
ら
院
政
期
に
か
け

て
の
他
の
点
本
の
付
訓
例
を
見
渡
す
乙
と
に
依
っ

て 、
一
一間
明
瞭
に
確
認
さ
れ

る 。
漢
字
と
そ
の
和
訓
と
の
関
係
に
つ
い
て
当
期
の
代
表
的
な
点
本
二 、
三
を

石
山

調
査
し
た
結
果
を
次
に一
不
す 。
採
り
上
げ
る
資
料
は 、
寺
磁
『
法
華
経
義
疏』

長
保
四
年
(
一
O
Oニ)

匂 )

都市『
妙
法

華
経』

題

譲

額
貯

『
南
海
容
帰
内
法
伝
』
古
点、

精一剛
『
大
唐
西
域
記
』

長
克一
万
年
(

二
六一一一)

点

の
四
点
で
あ
る
(
左
に
は、

そ
れ
ぞ
れ
〈
義〉
〈
法〉
〈
得〉
〈
商〉

と
略
称
で
そ
の
付
訓

例
を
示
す) 。
尚 、
先
の
文
献
に
存
し
た
事
例
に
つ
い
て
は 、
例
示
を
行
く 。

ア
タ
カ
モ
(
先
〈
西〉)

ア
ナ
ガ
チ
ニ

(
強
〈
義
・

法
・

寄〉)

ア
ハ
セ
テ

( ，
井
〈
義
・

法
・

寄〉)

ア
ヘ

テ
(
肯
〈
法〉)

ア
マ
タ
(
衆
・

衆
庶
〈
西〉)

ア
ラ
ア
ラ
(
略
〈
寄〉)

ア
ル
イ
ハ

(
或
有
〈
義〉

或
可
〈
寄〉

惑
〈
凶〉)

イ
ヨ
イ
ヨ

(
転
〈
法〉)

オ
ホ
ヨ
ソ
(
礼
〈
議〉

円
以
〈
凶〉)

カ
ク
(
円
記

〈
法〉

此
〈
寄〉)

カ
ツ
テ
(
都
〈
義
・
法
・
西〉)

(
要
・

須

カ
ナ
ラ
ズ
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〈
義・
寄〉

必
須
〈
寄〉)

カ
ネ
テ
(
兼
〈
義・
法))

カ
リ
ニ
(
畷
〈
義〉)

キ
ハ
メ
テ
(
窮
〈
義〉)

コ
コ

ニ
(
彼
・

時
〈
丙〉)

コ
コ
ロ
ミ

ニ
(
円台

〈
法
・

商〉)

コ
ト
ゴ
ト
ク
(
浪
・

皐
〈
丙〉)

コ
ト

ニ
(
別
・

殊
〈
寄〉)

サ
タ
メ
テ
(
定
〈
法・
容〉
為
〈
法〉

決
〈
容〉)

シ
パ
シ
パ
(
毎
〈
法〉)

シ

パ
ラ
ク
(
須
央
〈
法〉

嘗
・

権
〈
寄〉

少
留
・

撫
然
・

白
〈
西〉)

ス
ナ
ハ
チ

(
故
・

於
即
・

適
〈
商〉

而
〈
法〉)

ス
ベ
テ
(
総
〈
義
・

寄・
西〉
鐙
〈
寄〉)

ス
ミ
ヤ
カ
ニ
(
疾
・

返
〈
丙〉)

タ
ガ
ヒ
ニ
(
互
相
〈
義〉)

タ
シ
カ
ニ
(的

〈
義〉)

タ
ダ
(
但
〈
寄〉)

タ
チ
マ
チ
ニ
(
尋
・

於
即
・

遮
〈
商〉)

タ
ト
ヒ

(
仮
説
・

設
伎
〈
義〉

仮
使
・

正
使
・

頗
〈
法〉

仮
・

仮
令
・

縦
令
〈
寄〉)

タ
ト
ヘ
パ
(
喰
〈
義〉)

タ
マ
タ
マ
(
会
〈
法〉

適
〈
西〉)

ツ
ト
メ
テ

(
勤
〈
法〉)

ツ
ネ
ニ
(
鋲
〈
寄〉)

ツ
ヒ
ニ
(
了
〈
法・
寄〉

適
〈
西〉)

ト
モ
ニ
(
迭
〈
義〉

倶
共
・

与
共
〈
法〉

呉
〈
西〉)

ナ
ホ
(
故
〈
法・
寄〉)

ナ
ホ
シ
(
由
〈
義〉)

ニ
ハ
カ
ニ
(
率
勿
〈
義〉

交
・

手
〈
寄〉

奄
爾

〈
西〉)

ハ
ジ
メ
テ
(
適
〈
法〉)

ヒ
ネ
モ
ス
・
ヒ
ネ
モ
ス
ニ
(
終
朝
〈
寄〉

渇
日
〈
西〉)

フ
タ
タ
ビ
(
両
〈
寄〉)

マ
コ
ト
ニ
(
誠
〈
寄〉

荷
〈
義・
西〉)

マ
サ
ニ
(
応
・

為
〈
法〉

鼎
〈
西〉)

マ
タ
(
必
也
〈
義〉

乍
・

益
〈
寄〉

当
〈
西〉)

7 .
ツ
(
前
〈
義〉)

モ
シ
(
為
〈
義〉

設
〈
寄〉)

モ
ハ
ラ

(
注
〈
義〉

会
〈
容〉)

ヨ
モ
ス
ガ
ラ
(
党
夜
・

終
行
・

辺
夜
・

泌
符
〈
寄〉)

ヨ
ロ
シ
ク
(
応
〈
法〉)

こ
れ
ら
の
事
例
を
逝
立
す
る
と 、
平
安
後
期
か
ら
院
政
期
に
か
け
て
の
訓
点

資
料
に
お
い
て
同一
の
一川
詞
が
多
種
類
の
漢
字
の
和
訓
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い

る
事
実
を
知
る
乙
と
が
で
き
る 。
先
に 、
当
時
の
漢
文
訓
読
の
場
に
お
け
る
漢

字
と
そ
の
和
訓
と
の
関
係
が
流
動
的
で
多
様
な
状
態
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
乙
と

を
推
定
し
た
が 、
当
時
に
お
け
る
読
書
時
の
漢
字
意
識
と
い
う
も
の
は 、
正
に

か
よ
う
な
と
乙
ろ
に
そ
の
反
映
を
認
め
る
ζ
と
が
で
き
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る 。

先
述
の
『
類
表
名
義
抄』
に
お
け
る
漢
字
と
和
訓
と
の
多
様
な
関
係
も 、
正
に

乙
れ
と
軌
を一
に
す
る 。

3

本
集
使
用
の
漢
字
と
『
色
葉
字
類
抄
』

所
収
の
漢
字

一
方、
『
色
葉{子
類
抄』
に
お
け
る
語
と
数
多
い
そ
の
掲
山
漢
字
と
の
関
係

も 、
右
の
ど
と
き
事
情
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る 。
即
ち 、
と
の
書

に
お
い
て一
つ
の
語
に
掲
げ
ら
れ
た
多
数
の
漢
字
は 、
当
時 、
漢
文
訓
誌
の
場

に
お
い
て
成
立
し
た
漢
字
と
そ
の
和
訓
と
い
う
緊
密
な
関
係
を
前
提
と
し
て 、

書
記
生
活
の
場
に
お
い
て
も
そ
の
漢
字
を
以
て
そ
の
語
を
表
記
し
て
支
障
な
い

程
度
の
必
然
的
な
関
係
を
有
す
る
類
の
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る 。
と
の
推

論
が
妥
当
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば 、
当
時 、
漢
字
使
用
の
現
実
の
場
に
あ
っ
て

一
語
の
表
記
に
使
用
し
う
る
漢
字
と
い
う
も
の
は 、
乙
の
主百
花
集
録
さ
れ
て
い

る
が
ど
と
き
多
数
の
も
の
に
及
び
え
た
と
い
う
と
と
に
な
る 。
換
言
す
れ
ば 、

漢
字
の
使
用
に
関
し
て 、
当
時 、
極
め
て
多
彩
な
書
記
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る 。
乙
れ
は 、
先
に
調
査
し
え
た
本
集
に
お
け
る
副
詞
の
漢

字
表
記
の
実
態
と
著
し
く
相
違
す
る 。
院
政
期
当
時
に
お
け
る
漢
字
使
用
の
現

実
は 、
果
た
し
て
い
か
な
る
状
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か 。

こ
こ
に 、
注
目
す
べ
き一
つ
の
事
実
が
あ
る 。
そ
れ
は 、
本
楽
に
お
い
て
副

詞
の
表
記
に
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
字
の
多
く
が 、
『
色
業
字
類
抄』
で
そ
の
認

を
表
記
す
べ
き
漢
字
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る 、
そ
の
掲
出
順
位
の
上
位
を
占

め
る
と
い
う
事
実
で
あ
る 。
左
に
そ
の
状
況
を一
不
す 。
先
に
示
す
数
字
が
当
該

漢
字
の
掲
出
順
位 、
次
に
指
孤
に
入
れ
て一
示
す
数
字
は
そ
の
語
の
掲
山
漢
字
数

で
あ
る 。

白
地
げ
す フ

­

K1
7
ハ
〉4

，rt
セ4ア4d

rぬ
アル
L

一旦
イハ

:

(
3)

宛
灯
時

1
(
3)

強
記一

1
(
3)

(
6)

敢
打へ

1
(
日)

数
打 7

1
(
4)

(
3)

何
況

ぺ
M
←7

1
(
l)

柳
判
付

1

山且
7-
7i

(
4)

粗
汁一刀

1
(
2)

(
3)

姉
川

タ
1
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(
日)

糸
イ
ト
1
(
7)

況
M
h
1
(
3)

未
州7
1
(
1)

萄

パ勺

1
(
1)

弥
一日目
1

2)

転
村日
叩
(
孔)

転
川

タ
1
(
2)

内
々

門
付
1
(
1)

各
付
μ
1
(
1)

自
然
抑
引ッ
1
(
1)

凡
吋
対
1
(
1)

徐
一込
2
(
2)

重対
サ
1
(
幼)

gn
MMM
l
(
l)

旦
M
W
1
(
2)

曽
刊ッ
1
(
4)

必
片
付
1
(
9)

兼カ
ヌ
1
(
5)

返川へ
1

8)

還
ヵヘ
テ
2
(
幻)

極
叫ハ
1
(
犯)

愛一
コ

1
(
犯)

試、江川 ロ
1(
9)

悉同
ハ コ
1
(
担)

故わ
升
1
(
3)

殊ロ
ト

2
(
日)

定
付

タ
1
(
却)

更
寸 フ
1
(
3)

併
N
M
W
1
(
1)

然
山
村山一
3
(
6)

而
W
付
片
1

可

，、

:
;

，、(注口)
'

，

(
6) .

数一ν~
2
(
8)

数
々
川
川
0

念一γ
~
o

且
れ
LV
l
(
時)

暫
一万
2
(
見)

強一戸 ヒ
1
(
7)

頗
元
l
(
3)

己
づ
2
(
4)

既斗
テ
1
(
4)

則ぺ
什
2
(
凶)

即ぺ
什
1
(
路)

須日…
初
日一ス
1

(
2)

惣
一一へ
2
(
お)

急
川 、一一

ャ
日
(
幻)

疾川一一
ャ

必
(
幻)

速
い公

ャ
1
(
円引)

若
干川
灼
1
(
2)

互
付
.d
l
(
日)

縫いけ日
1

(
9)

只タ
タ
1
(
日)

忽
吋
付
1

2)

急
吋
刊
2

2)

頓
吋
円

げ
(
幻)

縦
リ ト
2
(
4)

設
リ ト
1
(
4)

響リ ト
0
(
凶
叫「

慰問T

同
一M
れ)

・
畔
リ

ト
O

容
げ

ト
2

8)

適
仰
でよ
(
U)

適
々
"
でu

強ω
ト

m川
(
KW)

常一一
ネ
1
(
ロ)

率一一 ヒ
O

終一) ヒ
2
(
幻)

遂一一 ヒ

1
2)

具w
d
1(
5)

露 ッュ
1(
1)

情w一刀
1A(
2)

共
叶モ
1
(
5)

就
中
け
MU
1
(
1)

尚什
一一
l
(
日)

猶
か
か
2
(
日)

俄←一一
ー

(
担)

暴ド一
ω
(
M)

頓←一一
2
(
M)

初い
シ

2
(
日目)

始
勺

1
(
日目)

密
町一
1
(
時)

私
い一
一五
(
時)

縮れ
一一
3
(
国)

蜜れ
U

O
(
叫札じ
側
一山
一定
袖
抑

も)

偏刊
訂
1
(
1)

終
日

比
ヰモ
1
(
4)

再

一口
1
(
4)

殆H
H
1
(
6)

粗
ホ
ホ
1
(
3)

実
け コ
1
(
日)

懇
け コ
日
(
日)

誠
け コ
2
(
臼)

の一
サ
5
(
国)

将一
サ
2
(
国)

正一
サ
3
(
日)

当一
サ
4
(
路)

増マ
ス
1
(
泊)

亦マ
タ
3
(
ゆ)

又7
タ
1
(
ゆ)

先7
ッ
l
(
2)

親
灼
υァ
1
(
1)

商
ム刀
打7
1(
1)

若モ
シ
1
(
5)

尤日
ト

1
(
日)

寂日
ト

2

2)

本H
H
0

自
本

H
H
0
(
阻〕u
y
h

=世評
…紅
叫)

漸
村
山一
1
(
9)

梢
竹
灼
4
(
9)

梢ャ
ャ
1
(
5)

動けけ勾
1
(
2)

梢け
けA
0

努
万ユ
メ
O

努
力

万
1
(
1)

努
々

ヰ
H
0

終
夜畑一六ス
O

宜河 口
1
(
9)

態
ワ
サ
1

(
6)

僅抑ッ
1
(
却)

和
線抑ッ
0

綾抑 ッ
お
(
却)
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か
く
の
ど
と
く 、
本
集
に
お
い
て
副
詞
の
表
記
に
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
字
で 、

『
色
葉
字
類
抄』
に
そ
の
語
を
表
記
す
べ
き
漢
字
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
も

の
を
観
察
す
る
と 、
そ
の
殆
ど
が
掲
出
順
位一
位
も
し
く
は
二 、
三
位
で
あ
っ

て 、
そ
れ
以
下
の
も
の
は
極
め
て
少
な
い 。
特
に
掲
出
順
位
の
下
位
の
も
の
に

あ
っ
て
は 、
先
に
確
定
し
た
そ
の
漢
字
の
訓
に
疑
い
が
存
す
る
も
の
の
ど
と
く

で
あ
っ
て 、
本
集
に
お
け
る
そ
の
使
用
度
数
も 、
先
掲
の
ど
と
く

極
め
て
少
な

い
と
い
う
事
実
が
あ
る 。

か
よ
う
に 、
本
集
に
お
い
て
副
詞
の
表
記
に
広
く

使
用
さ
れ
る
漢
字
が 、

『
色
葉
字
類
抄』
所
収
の
各
語
の
掲
出
漢
字
の 、
そ
の
順
位
に
お
い
て
最
上
位

に
集
中
す
る
と
い
う
事
実
は 、
い
か
な
る
事
態
を
反
映
す
る
も
の
と
理
解
す
べ

き
で
あ
ろ
う
か 。

4

『
色
葉
字
類
抄
』

所
収
各
語
の
掲
出
漢
字
の
性
格

『
色
葉
字
類
抄』
は 、
橋
本
進
吉
博
士
『
古
本
節
用
集
の
研
究』
に
お
い
て

「
純
粋
な
国
語
辞
書
で
は
な
く 、
よ
み
か
ら
漢
字
を
索
め
る
辞
書
で
あ
っ
て 、

そ
の
主
限
と
す
る
所
は 、
漢
字
に
在
る
の
で
あ
る
か
ら 、
国
語
辞
書
と
い
う
よ

り
も 、
曲中 、
仮
名
引
漢
字
辞
書
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る」
(ベ=
δ
二)
と
説
か

れ 、
更
に
山
田
孝
雄
博
士
『
閑
語
学
史』
に
お
い
て
「
さ
れ
ば
本
舎
は
国
語
よ

り
漢
字
を
引
く

辞
書
と
い
は
ば
い
へ 、
そ
の
実
は
国
文
を
草
す
る
に
必
要
な
る

文
字
を
検
出
す
る
用
に
供
し
た
る
も
の
に
し
て 、
漢
語 、
漢
文
の
為
に
編
せ
ら



今昔物語集における漢字の用法IC関する 一試論

れ
た
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
を
深
く

思
は
ざ
る
べ
か
ら
ず」
会一
五
四〉
と
し
て

ζ
の
蓄
が
「
当
時
の
作
文
笑
用
字
典
と
も
い
ふ
べ
き
も
の」
で
あ
る
乙
と
を
論

ぜ
ら
れ
て
以
来 、
ほ
ぽ
ζ
れ
が
乙
の
蓄
の
辞
書
的
性
格
に
関
す
る
定
説
と
な
っ

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る 。
右
の
説
は
大
綱
に
お
い
て
首
肯
せ
ら
る
べ
き
も
の
と

恩
わ
れ
る
が 、
筆
者
は
更
に
と
の
蓄
が
編
纂
さ
れ
る
に
当
た
っ

て 、
先
行
諸
文

献
を
参
勘
す
る
と
共
に 、
編
者
が
日
常
常
用
の
漢
字・
漢
語
か
ら
資
料
収
集
の

作
業
を
進
め
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る 。

右
の
立
論
の
正
否
を
確
か
め
る
た
め
に
は 、
当
時
の
日
常
実
用
文
に
お
い
て

い
か
な
る
漢
字
が
そ
れ
ぞ
れ
の
認
の
表
記
に
使
用
さ
れ
た
か
に
関
し
て
調
査
が

進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い 。
し
か
し
て 、
そ
の
よ
う
な
日
常
実
用
文
の
最
た
る

も
の
に
記
録
資
料
を
挙
げ
る
乙
と
が
で
き
よ
う 。
今
乙
と
に
は 、
院
政
期
の
著

(注ロ)

名
な
日
記
五
点 、
源
師
時
『
長
秋
記』 、
藤
原
忠
実
『
殿
暦』 、
藤
原
為
隆
『
永

昌
記』 、
平
信
範
『
兵
範
記』 、
中
山
忠
親
『
山
棟
記』
を
採
り
上
げ 、
と
れ
ら

漢
字
文
に
お
い
て
副
詞
の
表
記
に
使
用
さ
れ
た
諸
漢
字
が 、
『
色
葉
字
類
抄』

に
お
け
る
そ
の
語
の
掲
出
漢
字
の
順
位
の
ど
ζ
に
位
置
す
る
か
を
観
察
し
て
み

た
い
と
思
う 。
観
察
の
対
象
は 、
乙
の
字
舎
に
副
詞
の
語
形
で
集
録
さ
れ
て
い

る
語
に
限
る
こ
と
と
す
る 。
尚 、
挙
例
は 、
紙
幅
の
都
合
で
『
長
秋
記』
の
使

用
例
を
主
と
し 、
他
の
資
料
に
お
け
る
使
用
の
有
無
は一
覧
表
に
し
て一示
す
に

留
め
る 。
但
し 、

『
長
秋
記』
に
そ
の
使
用
例
を
求
め
え
ぬ
場
合
に
は 、
他
の

資
料
に
拠
っ

て
例
示
す
る 。
例一不
に
は
記
録
資
料
に
お
い
て
最
も
普
通
の
用
字

を
掲
げ 、
そ
の
他
の
も
の
は
そ
の
使
用
状
態
を
略
記
す
る
(
い
ず
れ
も 、
用
字
例

の
所
在
を
示
す
に
留
め
る〉 。
各
漢
字
の
下
に
示
す
番
号
は 、
『
色
葉
字
類
抄』
に

お
け
る
そ
の
漢
字
の
掲
山
順
位
で
あ
る 。

〔
白
地
げ吋 ラ
①〕
(
長 、
天
永
二
年
九
月
十
三
日)

〔
明
打寸 フ
①〕
(
帥
記 、
承
暦
四
年
五
月
廿
七
日)

〔
宛灯的
①〕
(
長 、
元
永
二
年
五
月
廿
九
日)

〔
強灯
什
①〕
(
長 、
天
永
田
年
十
月一
日)

〔出旦アニ
①〕
(
長 、
元
永
二
年
四
月
十
四
日)

〔A口町
-Z)〕
(
長 、
長
承
三
年
七
月
七
日)

尚 、
「
井
①」
(
永
昌
記 、
嘉
承
元
年
七
月
廿
七
日)
字
も
用
い
ら
れ
る

が 、
「A口」
字
ほ
ど
の一
般
性
は
な
い
よ
う
で
あ
る 。

〔
敢打へ
①〕
(
長 、
元
永
二
年
五
月
廿
八
日)

〔
数
多〕
(
長 、
元
永
元
年
五
月
十
四
日)

尚 、
「
数灯 7
①」
(
小
右
記 、
寛
弘
八
年
三
月
廿
七
日)
字
も
使
用
さ
れ

る
が 、
そ
の
例
は
稀
で
あ
る 。

〔
粗円行
①〕
(
長 、
天
永
二
年
八
月
十
三
日)

〔
予げ行 ヵ
④〕
(
長 、
元
永
二
年
六
月
廿
八
日)

〔
新灯オ
①〕
(
長 、
天
永
田
年
正
月
十
六
日)

〔
或
β
①〕
(
長 、
天
永
二
年
四
月
十
八
日)

〔
何
況川一日ド ィ
①〕
(
長 、
天
永
二
年
四
月
十
八
日)

尚 、
「
何
矧」
(
小
右
記 、
長
徳
三
年
六
月
廿
二
日)
の
使
用
さ
れ
る
場
合

も
あ
る
が 、
稀
で
あ
る 。

〔
柳利
付
①〕
(
永
昌
記 、
長
治
二
年
正
月
七
日)

尚 、
「些一」
(
長 、
大
治
五
年
六
月
廿
二
日)
字
の
用
い
ら
れ
る
と
と
も
あ

る
が 、
稀
で
あ
る 。

〔
況川和
①〕
(
長 、
天
永
田
年
正
月
十
三
日)

〔
未州 7
①〕
(
長 、
天
永
二
年
二
月
廿
日)

〔
弥一日目
①〕
(
長 、
天
永
田
年
九
月
品川
日)

尚 、
「
愈
①」
(
長 、
大
治
四
年
七
月
八
日)
字
の
使
用
は 、
極
め
て
稀
で

あ
る 。
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〔
転付 夕
①〕
(
後
二
条
師
通
記 、
永
長
元
年
十一
月
廿
九
日)

尚 、
「
供
②」
(
春
記 、
長
久
二
年
三
月
十
六
日)
字
も
使
用
さ
れ
る
が 、

至っ
て
稀
で
あ
る 。

〔
内
々
村
円
①〕
(
長 、
天
永
二
年
三
月
廿
八
日)

〔
各円υ
①〕
(
長 、
天
永
二
年
三
月
十一
日)

尚 、
「
各
」々
(
長 、
天
永
二
年
二
月
十一
日)
の
用
字
も
見
え
る
が 、
数

は
少
な
い 。

〔
自
然円
引 ッ
①〕
(
長 、
元
永
二
年
四
月
廿
二
日)

尚 、
「
自
①」
(
長 、
元
永
二
年
七
月
十
日)
字
も
使
用
さ
れ
る 。

〔
大
詰一
①〕
(
長 、
元
永
二
年
十
月一
日)

〔
凡吋
対
①〕
(
長 、
天
永
二
年
八
月
十
四
日)

〔
徐け内
②〕
(
小
右
記 、
正
府
四
年
正
月
七
日)

〔
芳村川
①〕
(
長 、
天
永
二
年
八
月
十
四
日)

〔
且
M
W
①〕
(
長 、
天
永
二
年
八
月
十
七
日)

〔的日付 ッ
①〕
(
長 、
天
永
二
年
二
月
十
二
日)

〔
必付対
①〕
(
長 、
天
永
二
年
三
月
十
五
日)

〔
送付へ
②〕
(
長 、
元
永
二
年
七
月
四
円)

尚 、
「
返
①」
(
御
常
関
白
記 、
寛
弘
元
年
二
月
五
日)
字
は 、
さ
し
て
多

く
用
い
ら
れ
な
い 。

〔
蓋叫ん タ
①〕
(
永
昌
記 、
天
永
元
年
六
月
廿
七
日)

〔
愛ロ コ
①〕
(
長 、
大
治
四
年
正
月一
日)

尚 、
「
於
日記
①」
(
長 、
大
治
四
年
七
月
廿
二
日)
の
用
字
も
見
ら
れ
る 。

ま
た 、
「
弦
⑬」
(
長 、
天
永
田
年
正
月一
日)
「
悦
⑫」
(
兵
範
記 、
保
元
三

年
十
二
月
廿
日)
両
字
に
依
る
場
合
も
あ
る
が 、
そ
の
例
は
稀
で
あ
る 。

〔
悉ロハ コ
①〕
(
長 、
天
永
四
年
正
月
九
日)

尚 、
「
尽
③」
(
長 、
大
治
五
年
六
月
品川
口)
「
戚
②」
(
兵
範
記、
仁
安
三

年
十一
月
十
三
日)
両
字
も
用
い
ら
れ
る
が 、
「
悉」
字
が
普
通
で
あ
る 。

〔
故hH
①〕
(
長 、
大
治
二
年
十一
月
三
日)

〔
殊一

ト
②〕
(
長 、
天
永
四
年
正
月一
日)

尚 、
「
特
①」
(
永田日
記 、
嘉
承
二
年
五
月
十
六
日)
「
別
⑤」
(
永
昌
記 、

諒
承
元
年
十
二
月
廿
九
日)
字
も
使
用
さ
れ
る
が 、
そ
の
数
は
少
な
い 。

〔
交口日
①〕
(
長 、
大
治二
年
十一
月
四
日)

〔
吏
ザ フ
①〕
(
長 、
天
永
二
年
十
二
月
八
日)

〔
併行的行
①〕
(
長 、
天
永
四
年
九
月
廿
日)

〔
駆け…
①〕
(
長 、
大
治
四
年
二
月
十
七
日)

尚 、
「
数
②」
(
権
記 、
長
保
元
年
二
月
廿
五
日)
「
亙
⑦」
(
長 、
天
承
元

年
七
月
八
日)
字
に
依
る
用
字
例
も
存
す
る
が 、
そ
の
数
は
少
な
い 。

〔
暫
一万
②〕
(
長 、
天
永
二
年
二
月
十
二
日)

右
の
ほ
か 、
「
旦
①」
(
長 、
天
永
二
年
四
月
九
日)
字
も
ま
た
か
な
り
使

用
さ
れ
る 。

〔
頗片山
①〕
(
長 、
天
永
二
年
三
月
十
五
日)

〔
EU
テ

②〕
(
長 、
天
永
二
年
二
月
十
二
日)

尚 、
「
既
①」
(
永
昌
記 、
嘉
承
元
年
十
二
月
十
六
日)
字
も
使
用
さ
れ
る

が 、
そ
の
数
は
さ
し
て
多
く
な
い 。

〔
即ぺ
什
①〕
(
長 、
天
永
二
年
三
月
十
五
円)

尚 、
「
則
②」
(
長 、
元
永
二
年
十一
月
十
四
日)
「
使
④」
(
長 、
天
永
二

年
八
刀
十
三
日)
「
乃
③」
(
長 、
天
永
二
年
三
月
十
五
日)
三
字
も
比
較
的

よ
く

使
用
さ
れ
る
が 、
「
即」
字
の
多
用
に
は
及
ば
な
い 。

ま
た 、
「
轍
①」
(
長 、
大
治
四
年
六
月
十
九
日)
「
適
⑤」
(
小
右
記 、
天

元
五
年
凹
月
七
日)
字
も
時
に
用
い
ら
れ
る
が 、
そ
の
数
は
少
な
い 。
「
の
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⑤」
(
長 、
大
治
五
年
正
月
十
八
日)
字
は
稀
で
あ
る 。

〔
須
一以
①〕
(
長 、
天
永
二
年
四
月
十
八
日)

〔
惣一(へ
②〕
(
長 、
大
治
四
年
六
月
十
九
日)

尚 、
「
都
①」
(
長 、
天
永
二
年
十
月
廿
口)
字
も
よ
く

使
用
さ
れ
る
が 、

「
惣」
字
に
は
及
ば
な
い 。
「
総
③」
(
山
機
記 、
仁
安
二
年
四
月
十
日)
「
徳

④」
(
九
暦
抄 、
天
徳
二
年
十
月
五
日)

字
も
用
い
ら
れ
る
が 、
そ
の
数
は

少
な
い 。

〔
速い川 、一一 ャ
①〕
(
長 、
大
治
四
年
二
月
十
六
日)

尚 、
「
迭
⑥」
(
権
記 、
究
弘
八
年
六
月
廿
日)
字
も
使
用
さ
れ
る
が 、
そ

の
数
は
少
な
い 。
因
に 、
記
録
資
料
で
は
「
早
④」
(
長 、
天
永
二
年
三
月

十
五
日)
字
が
頻
用
さ
れ
る
が 、
ζ
れ
は
「
は
や
く」
の
漢
字
表
記
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う 。

〔
若
干川
灼
①〕
(
春
記 、
長
府
三
年
十
月一
日)

〔
抑WH
①〕
(
長 、
元
永
二
年
四
月一
日)

〔
陪
一寸 フ
①〕
(
長 、
天
永
二
年
七
月
廿
九
日)

〔
逓付オ
①〕
(
長 、
大
治
凹
年
四
月
十
九
日)

尚 、
「
互
①」
(
長 、
保
延
元
年
四
月
九
日)
字
も
よ
く

用
い
ら
れ
る
が 、

「
逓」
字
に
は
及
ば
な
い
よ
う
で
あ
る 。

〔
倍
以ザ
①〕
(
長 、
天
永
二
年
三
月
廿
八
日)

〔
只 タタ
①〕
(
長 、
天
永
二
年
三
月
十
五
日)

「
唯
①」
(
長 、
天
永
二
年一ニ
月
十
五
日)
字
も
ま
た
使
用
さ
れ
る
が 、

右
に
は
及
ば
な
い 。

尚 、
「
雷
④」
(
永
日
記 、
お
承
元
年
九
月
二
け)
「
但
②」
(
後
二
条
附
辺

記 、
立
治
七
年
正
月
廿
日)
(子
も
則
い
ら
れ
る
が 、
純
め
て
少
な
い 。

〔
忽吋行
①〕
(
長 、
天
永
二
年
二
月
十
二
n)

〔
縦
リ ト
②〕
(
長 、
天
永
二
年
五
月
十
四
日)

尚 、
「
仮
令
②」
(
小
右
記 、
長
和
四
年
九
月
十
七
日)
の
用
字
も
あ
る

が 、
さ
し
て
多
く
な
い 。

〔
平抑止

ラ
①〕
(
兵
範
記 、
仁
安
二
年
正
月
十
九
日)

〔
適
一三
①〕
(
長 、
天
永
四
年
正
月
七
日)

尚 、
「
希
⑤」
(
権
記 、
寛
仁
元
年
八
月
二
日)
「
偶
②」
(
小
右
記 、
長一元

四
年
二
月
五
日)
字
も
見
出
さ
れ
る
が 、
稀
で
あ
る 。

〔
常一一 ネ
①〕
(
長 、
元
永
二
年
八
月
廿
三
日)

尚 、
「
恒
②」
(
永
昌
記 、
大
治
四
年
間
七
月
十
日)
「
毎
⑤」
(
長 、
元
永

二
年
十一
月
十
四
日)
字
の
使
用
さ
れ
る
乙
と
も
あ
る
が 、
そ
の
数
は
さ
し

て
多
く
な
い 。

〔
詳wb日
①〕
(
長 、
大
治
二
年
十一
月
四
日)

因
に 、
「
委
④」
(
長 、
天
永
二
年
八
月
十
五
日)
字
は 、
記
録
資
料
で
は

普
通
に
使
用
さ
れ
る
が 、
「
く
は
し
く」
の
漢
字
表
記
と
見
ら
れ
る 。

〔
遂一一 ヒ
①〕
(
長 、
大
治
四
年
正
刀一
日)

向 、
「
終
②」
(
長 、
大
治
四
年
三
月
三
日)
字
も
使
用
さ
れ
る
が 、
さ
し

て
多
く
な
い 。
ま
た 、
「
立
④」
(
長 、
長
承
二
年
六
月
廿
八
日)
字
の
使
用

は
稀
で
あ
る 。

〔
具刊訂
①〕
(
兵
範
記 、
久
芳
二
年
正
月
十
五
日)

〔
情w一刀
①〕
(
長 、
天
永
二
年
四
月
廿
七
日)

〔
手
自戸川刊
①〕
(
長 、
大
治
二
年
十一
月
四
日)

〔
共叶モ
①〕
(
長 、
天
永
二
年
八
月
十
二
日)

頻
山
す
る
ホ
の
府
宇
の
ほ
か 、
「
具
⑤」
(
日火 、
天
永
四
年
正
月
十
四
日)

「
倶
④」
(
長 、
天
永
四
年
八
月
十一
日)
「
与
②」
(
以 、
大
治
四
年
七
月
廿

二
日)
年
が
少
数
な
が
ら
見
山
さ
れ
る 。
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〔
就
中け付一)
①〕
(
長 、
天
永
二
年
三
月
十
五
日)

〔
斜汁寸
①〕
(
山
梯
記 、
長
克
二
年
三
月
廿
七
日)

〔
猶ナホ
②〕
(
長 、
天
永
二
年
三
月
十
五
日)

右
と
共
に 、
「
尚
①」
(
長 、
天
永
二
年
四
月
八
日)
字
も
頻
用
さ
れ
る

が 、
そ
の
使
用
度
数
は
右
に
及
ば
ぬ
よ
う
で
あ
る 。

〔
愁けげ
①〕
(
長 、
長
承
二
年
六
月
四
日)

〔
俄し一一
①〕
(
長 、
天
永
二
年
二
月
十
二
日)

尚 、
「
頓
②」
(
長 、
天
永
二
年
六
月
十一
日)
「
卒
⑦」
(
兵
範
記 、
久
寿

二
年
六
月一
日)
の
用
字
も
見
出
さ
れ
る
が 、
使
用
数
も
少
な
く 、
ま
た
そ

の
用
法
も
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る 。

〔
甚…
什
①〕
(
長 、
天
永
四
年
正
月一
日)

「
太
②」
(
長 、
大
治
四
年
正
月一
日)
字
も
資
料
に
依
っ

て
頻
用
さ
れ

る
が 、
右
に
は
及
ば
ぬ
よ
う
で
あ
る 。

尚 、
「
苦
③」
(
小
右
記 、
寛
仁
元
年
八
月
四
日)
字
に
従
う
用
字
も
時
に

存
す
る
が 、
用
法
が
限
ら
れ
て
い
る 。

〔
早μャ
①〕
「
速い一
、コー」
の
項
で
述
べ
た 。

〔
密れ一一
①〕
(
長 、
天
承
元
年
七
月
九
日)

と
れ
に
は 、
「
蜜」
(
殿
暦 、
成
和
四
年
間
五
月
十
二
日)
字
も
用
い
ら
れ

る 。
尚 、
と
の
他 、
「
縞
③」
(
長 、
大
治
四
年
二
月
十
七
日)
「
倫
⑤」

(
長 、
天
永
二
年
八
月
十
七
日)
「
私
⑪」
(
長 、
大
治
四
年
七
月
廿一
日)

字
も
用
い
ら
れ
る
が 、
そ
の
使
用
頻
度
は
右
に
及
ば
ず 、
ま
た
そ
の
用
法
に

も
各
々
相
違
が
認
め
ら
れ
る 。

〔
偏化
叶
①〕
(
長 、
元
永
二
年
十一
月
廿
三
日)

〔
終
日比
斗 モ
①〕
(
長 、
天
永
四
年
九
月
廿
日)

尚 、
と
の
他 、
「
尽
日」
(
後
二
条
師
通
記 、
寛
治
七
年
二
月
十
三
日)

「
昼
日
②」
(
後
二
条
師
通
記 、
寛
治
七
年
四
月
六
日)
「
終
朝
③」
(
帥
記 、

承
暦
五
年
二
月
廿
八
日)
な
ど
の
用
字
例
も
存
す
る
が 、
そ
の
数
は
僅
か
で

あ
る 。

〔
一丹打一日
①〕
(
長 、
元
永
二
年
五
月
廿
九
日)

〔
殆HH
①〕
(
長 、
天
永
二
年
八
月
十
四
日)

〔
略 ホホ
②〕
(
長 、
元
永
二
年
十一
月
十
五
日)

右
と
共
に 、
「
粗
①」
字
も
よ
く

使
用
さ
れ
る
が 、
既
に
「
組汁一η」
の
項

で
例
示
し
た 。

〔
将一

サ
②〕
(
長 、
天
治
元
年
四
月
三
日)

尚 、
「
当
④」
(
長 、
大
治
五
年
正
月
廿
九
日)
「
正
③」
(
山
椀
記 、
治
承

四
年
十一
月
廿
九
日)
「
方
①」
(
小
右
記 、
長
和
三
年
四
月
九
日)
「
応
③」

(
権
記 、
寛
弘
八
年
五
月
廿
七
日)
諸
字
も
使
用
さ
れ
る
が 、
そ
の
数
は
僅

か
で
あ
る 。

〔
又 7

タ
①〕
(
長 、
天
永
二
年
二
月一
日)

「
亦
①」
(
長 、
天
永
二
年
五
月
十
七
日)
字
も
ま
た 、
よ
く
使
用
さ
れ

る
が 、
右
に
は
及
ば
な
い 。

尚 、
「
復
@」
(
長 、
大
治
四
年
九
月
廿
七
日)
字
も
稀
な
が
ら
見
え
る 。

〔
先 7

ッ
①〕
(
長 、
天
永
二
年
三
月
十
五
日)

〔
面んわりァ
①〕
(
長 、
大
治
四
年
七
月
十
二
日)

尚 、
「
親
①」
(
後
二
条
師
通
記 、
寛
治
七
年
正
月
九
日)
字
の
用
い
ら
れ

る
と
と
も
あ
る 。

〔
間 7マ
①〕
(
長 、大
治
四
年
五
月
廿
五

日)

尚 、
「
悶
」々
(
長 、
天
永
四
年
正
月
十
六
日)
の
用
字
も
あ
る 。

〔
皆 ミナ
①〕
(
長 、
天
永
二
年
正
月
三
日)

〔
若モシ
①〕
(
長 、
天
永
二
年
五
月
十
四
日)
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尚 、
「
如
④」
(
春
記 、
長
久
元
年
十
二
月
十
六
日)
字
の
使
用
例
も
あ
る

が 、
至っ
て
少
な
い 。

〔
尤日

ト
①〕
(
長 、
天
永
二
年
三
月
十
五
日)

尚 、
「
寂
②」
(
長 、
天
永
二
年
八
月
廿一
日)
「
最
④」
(
長 、
保
元
元
年

六
月
七
日)
字
も
使
用
さ
れ
る
が 、
右
に
は
及
ば
な
い @

〔
本
自民
朴
①〕
(
長 、
大
治
二
年
十一
月
十
六
日)

尚 、
「
自
本」
(
長 、
天
永
二
年
三
月
廿
八
日)
の
ど
と
き
用
字
例
も
多

い 。
他
に
「
元
来
②」
(
左
経
記 、
長
元
七
年
九
月
九
日)
「
索
①」
(
後
二

条
師
通
記 、
寛
治
二
年
四
月一
日)
「
旧
⑥」
(
長 、
長
承
三
年
六
月
廿
四

日)
の
用
字
も
見
出
さ
れ
る
が 、
極
め
て
少
な
い 。

〔
専一円 ハ
①〕
(
長 、
大
治
二
年
十
二
月
廿
五
日)

〔
漸
村
山一
①〕
(
長 、
天
永
二
年
三
月
十
五
日)

尚 、
「
安
⑦」
(
兵
範
記 、
久
安
五
年
十
月
十
八
日)
字
も
見
出
さ
れ
る

が 、
極
め
て
稀
で
あ
る 。

〔
差ャャ
④〕
(
帥
記 、
承
暦
四
年
間
八
月
廿
八
日)

「
良
③」
字
は 、
「
良
久」
(
長 、
天
永
二
年
三
月
十
五
日)
の
用
法
に
固

定
し
て
使
用
さ
れ
る 。

〔
動けけ崎
①〕
(
兵
範
記 、
仁
安
三
年
十
二
月
廿
九
日)

〔
努
力〕
(
春
記 、
長
久
元
年
四
月
廿一
日)

尚 、
乙
の
語
の
用
字
に
は 、
未
だ
『
色
葉{子
類
抄』
掲
出
の
用
字
例
を
見

出
し
て
い
な
い 。

〔
通
夜畑一六 ス
③〕
(
長 、
元
永一万
年
十一
月
十
二
日)

尚 、
『
色
葉
字
類
抄』
に
は
そ
の
訓
を
求
め
え
な
い
が 、
「
終
夜」
(
長 、

天
永
田
年
四
月一
日)
の
用
字
も
広
く

行
な
わ
れ
て
い
る 。

ま
た 、
「
終
宵
②」
(
春
記 、
長
暦
三
年
十
二
月
廿
二
日)
「
党
夜
①」

(
長 、
大
治
五
年
正
月
廿
九
日)
の
用
字
も
見
受
け
ら
れ
る
が 、
そ
の
使
用

例
は
概
し
て
少
な
い 。

「
綾抑 ッ
⑬」
(
長 、
天
永
二
年
二
月
十
二
日)

「
僅
①」
(
長 、
大
治
四
年
四
月
廿
五
日)
字
も
方
に
劣
ら
ず
使
用
さ
れ

る 。

院
政
期
記
録
資
料
副
詞
用
字一
覧
(
O
印
は
使
用
例
の
あ
る
資
料
を
示
す)

訂内ゾ

0 0 0 0 0  

0
0
0
0
0
 

0

0
0

0

 

0

0
0
0
 

0

0
0
0
 

0

0
0
0
 

0 0 0  0 
0 0 0 0 0  
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白地
明
宛
強
宣
合
弁
敢
数多
数
粗
予
新
或
何況
何矧
柳
比一一
況
未
弥
愈
転
倍
内々

各
各々
自然
自
大
凡
徐
芳
且

長
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0 0 0 0 0  終日
尽
日
昼日
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0 0 0 0 0  再
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。 当
。 正

方
応
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山 兵 永 殿 長

日模 範 畠 秋
記 記 記 暦 記
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0 0 0  。 速

速
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希
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必
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蓋

去

於
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正

弦
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悉

尽

成

故

殊

特

別

交

吏

併

足

数

亙

暫
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頗

巳

既
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乃
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須
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面
親
問
問々

皆
若
如
尤
寂
最
本自
白本
元来
采
旧
専
漸
安
差
良
動
努力
通夜
終夜
控目
覚夜

畿
僅

山 兵 永 殿 長
機 筋 昌 秋
記 記 記 暦 記
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今 昔物語集 における漢字の用法lζ 関する 一 試 論

そ
れ
ぞ
れ
の
細
密
な
検
討
は
別
稿
に
議
ら
ざ
る
を
得
な
い
が 、
以
上
の
と
こ

ろ
で 、
院
政
期
を
中
心
に
記
録
資
料
に
お
け
る
刑
罰
の
漢
字
表
記
の
実
情
に
関

し
て
そ
の
大
要
は
記
述
し
え
た
か
と
思
う 。
そ
の
よ
う
な
実
情
の
下
に
あ
っ

て 、
記
録
資
料
に
お
い
て
最
も
使
用
度
の一
角
い
漢
字
が 、
『
色
葉
字
類
抄』
に

お
け
る
各
語
の
掲
出
漢
字
中 、
上
位 、
し
か
も一

、
二
位
の
も
の
に
該
当
す
る

と
と
は 、
重
要
な
窓
味
を
有
す
る
と
い
え
よ
う 。
即
ち 、
乙
の
事
実
は 、
先
に

想
定
し
た 、
『
色
葉
字
類
抄』
所
収
各
語
の
掲
山
漢
字
に
関
す
る
推
論
を
裏
付

け
る
も
の
と
思
わ
れ
る 。
尚 、
「
続抑ッ」
な
ど 、
上
位
掲
出
の
漢
字
に
該
当
し

な
い
用
字
例
に
つ
い
て
も 、
そ
れ
ら
が
『
色
築
字
類
抄』
前
田
家
本
に
お
い
て

合
点
の
施
さ
れ
た
も
の
に
当
た
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
る
と
思
わ
れ

(注
目

る 。

ま
と
め

か
く
し
て 、
先
の
推
論
は
ほ
ぼ
立
証
し
え
た
か
と
思
う
の
で
あ
る
が 、
と
す

れ
ば 、
そ
の
よ
う
な
『
色
菜
字
類
抄』
所
収
各
語
の
掲
出
上
位
漢
字
に一
致
す

る 、
本
集
の
副
詞
の
表
記
に
使
用
さ
れ
た
浅川チ
も
ま
た 、
日
常
常
用
の
漢
字
と

い
う
乙
と
に
な
ろ
う 。
即
ち 、
副
詞
の
表
記
に
使
用
さ
れ
た
諸
漢
字
の
検
討
か

ら
の
立
論
で
あ
る
が 、
本
集
に
お
け
る
漢
字
使
用
の
基
盤
は
正
に
臼

常
常
用
の

5 

0
0
0
 

0
0
 

0
0
 

0
0
0
 

0
0
 

o 0 0 0  
0 

。。 。

0
0
0
 

0
0
 

0
 0

0
 

0
 

漢
字
群
に
あ
っ
た
と岡山
わ
れ
る 。
山
口
佳
紀
氏
は 、
本
集
に
見
ら
れ
る
宛
字
の

多
く

が
本
来
の
成
立
と
ほ
ぼ
前
後
す
る
時
期
の
漢
字
表
記
文
献
に
見
山
さ
れ
る

{注M)

事
実
を
指
摘
さ
れ
た
が 、
乙
れ
は 、
本
相引
に
お
け
る
漢
字
使
用
の
基
盤
を
右
の

ご
と
く

理
解
す
る
乙
と
に
依っ
て 、
そ
の
必
然
性
を
説
明
す
る
乙
と
が
で
き
る

と
思
う 。

ま
た 、
先
の
事
実
か
ら 、
当
時
の
漢
字
表
記
文
献
に
使
用
さ
れ
た
漢
字
が
か

な
り
の
程
度一
定
し 、

安
定
し
た
定
着
度
を
有
し
て
い
た
乙
と
が
推
測
で
き
る

か
と
岡山
う 。
『
類
衆
名
義
抄』
に
お
け
る一
漢
字
多
和
訓
の
状
態 、
『
色
菜
字
類

抄』
に
お
け
る一
語
多
漢
字
の
傾
向
は 、
決
十川
文
な
ど 、
正
格
漢
文
作
成
の
場

合
等
は
別
と
し
て 、
先
に
記
述
し
た
ど
と
き
日
常
書
記
用
の
漢
字
の
坪
外
に
出

る
も
の
で
あ
っ

て 、
そ
れ
ら
は
既
に
論
じ
た
ど
と
く 、

漢
文
訓
読
の
場
に
お
け

る
漢
字
と
和
訓
と
の
結
び
付
き
を
反
映
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る 。
小
林
芳
規

博
士
は 、
助
字
と
し
て
使
用
さ
れ
る
漢
字
を
中
心
に
上
代
に
お
い
て
訓
読
用
漢

字
の
訓
と
書
記
用
漢
字
の
訓
と
の
聞
に
体
系
上
の
相
違
の
あ
る
乙
と
を
論
ぜ
ら

(注目)

れ
た
が 、
右
に
見
た
と
こ
ろ
は
似
流
を
そ
の
よ
う
な
と
乙
ろ
に
求
め
う
る
か
と

思
わ
れ
る 。

注
記8
築
円一向
裕
博
士
『刊一航
大
慈
風土寸三
歳
皆川
伝
古
点の
国
語
学
的
研
究』
に
拠
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る。
注
記
9

中
田
祝
夫
博
士
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究』
(
訳
文
篇)
に
拠
る。
「
謡

大
賠
西
域
記
長
究
元
年
点」
も
同
様 。

注
記
叩

大
坪
併
治
博
士『
訓
点
資
料
の
研
究』
に
拠
る。
「駅盟駄
一時間開制一昨
南
海
寄

婦
内
法
伝
士口
点」
も
同
様 。

注
記
日

『
色
菜
字
類
抄』
に
所
見
な
き
も
の
で
あ
る。
以
下 、
同
断 。

注
記
川崎

記
録
資
料
の
本
文
は 、
「
大
日
本
古
記
録」
お
よ
び
「
史
料
大
成」
に
拠
る。

注
記
日

と
の
書
の
政
文
に
「
抑
挑
貢
士
有
成
入
道
詞
字
少
々
加
朱
点
為
要
文
不
迷

也」
と
あ
る。
そ
の
解
釈
に
つ
い
て 、
と
ま
っ
ひ
で
お
氏
「
声
点
の
分
布
と
そ
の
機

能
(I〉
|
前田家政三巻
本『色禁字類抄』
における
差芦訓の
分布の
分析|』

(『
国
語
国
文』
第
三
五
巻
第
七
号)
の
所
説
は
穏
当
な
も
の
と
思
わ
れ
る。

注
記
日比

注
記
4
に
同
じ 。

注
記
日

「
上
代
に
お
け
る
書
記
用
漢
字
の
訓
の
体
系」
(「
国
語
と
国
文
学』
昭
和
四

十
五
年
十
月
号)
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